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パネルディスカッション

司会：京都市教育委員会指導主事 市川
　ただいまよりパネルディスカッションをさせていた
だきます。パネルディスカッションのテーマは「見守
り活動と地域安全」です。それでは壇上の皆様のお名
前を紹介させていただきたいと思います。学校を代表
して朱雀第三小学校校長赤羽清先生です。PTA 関係を
代表して松ヶ崎小学校学校運営協議会会長佐藤佐様で
す。地域の方を代表して六原学区六原自治連合会事務
局長菅谷幸弘様です。最後に，関係機関を代表し，京
都市まちづくりアドバイザー佐藤友一様です。そして
パネルディスカッションのコーディネーターとして京
都産業大学大学院教授藤岡一郎先生です。

コーディネーター：藤岡
　 （京都産業大学大学院教授）
　皆様こんにちは。今日は見守り活動と地域安全とい
うことで，4名の方にパネラーになっていただき，日頃
の見守り活動を中心にいろいろなお話をお伺います。
時間が許す限り，会場の皆様からもご意見をいただき，
いろいろな話が出て活発なご意見があればと思ってい
ます。
　先ほど白石校長先生からもお話がありましたように，
立ち上がって1年というのは，どの小学校区も，1年以上
の経験を積んだ小学校区もあるでしょうが，いろいろ
だと思います。1年くらいが一つの境目で，ちょっとダ
レ気味になるというか，少し停滞する時期です。1年過

ぎれば，あと3年目ぐらいにそういう状況になり，いか
に継続をしていくかということに知恵を絞られている
かと思います。全国的にこういう見守り活動を，どう
いうふうに継続させるのかということが大きな課題に
なっています。京都市は全国の中でも，かなり上手く
いっている地域として評価されています。しかし，内
実は全部誇り得ることばかりではなく，やはりまだ工
夫を重ねなくてはならないところがあるように思いま
す。そういうことを，今日パネルディスカッション，
あるいは会場の皆様からご意見をいただきながら，お
互いが学びあおうとセッションができたのだと思って
います。最近こういう会議でもいわれますが，やはり
大人の知恵が必要になっています。知恵の出し合いと
いわれるわけですが，子どもさんの知恵に負けないよ
うなものができればというふうにも思っています。そ
れでは各現場でどのような活動をして，どういう課題
を抱えているのかお願いしたいと思います。

赤羽 （朱雀第三小学校校長）
　朱雀第三小学校校長の赤羽です。本校は校区の真ん
中に壬生寺があります。
　昨年，京都にも私立小学校が新たに設立され，今，
来年度の入学生を受け付けている最中です。その内の
何人かは，私立を受験するという状況にあります。こ
のような状況を見ていますと，校長として公立小学校
の良さは，一体どんなところにあるのだろうと考えて
しまいます。保護者の中にもそのように考えておられ
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る方がいらっしゃると思います。公立の学校は地域に
あり，地域で一緒に生まれ育った子どもたち，あるい
は引越しをしてきた子どもたちも，その地域で一緒に
学んで育っていく，これは大変大切なことです。これ
が公立学校の良さであり，その良さをもっと引き出す
ことができないかというふうに考えていました。
　そこで，本校では昨年度から学校運営協議会を設立
し，地域運営学校，コミュニティースクールというも
のになりました。
　これは地域の皆様の力をお借りして，一緒に学校運
営をしていこうというスタイルの学校です。その地域
運営学校の組織の中に，安全も位置づけ，地域の皆様
に助力いただいているのが現状です。安全とは，一つ
は子どもと地域の方々が，どれだけ顔見知りになるか，
町の中で出会った時に「ただいま」「お帰り」と言える
ことが，安全の大切なことではないかと思っています。
　そのことから考えて，例えば運営協議会の中では，
本校の部活動の中に壬生六斎というのがありますが，
これは太鼓の曲打ちや土蜘蛛という演目を演じる，昔
からこの地域に伝わっているものであります。それを
部活動として，地域の方に毎週指導に来ていただいて
います。このようなことをどんどん広げながら，地域
の方と子どもが顔見知りになる，ゲストティーチャー
として，どんどん地域の方に学校へ来ていただき，い
ろいろなことをしながら，安全をつくっていこうとし
ています。
　その中の一つに見守り隊があります。運営協議会の
中の安全部会として見守り隊を作っていただき，お願
いしています。
　今年の春に出来上がった安全マップがあります。こ
のようなものを作って，児童全員と保護者の方に配布
しました。100件の「こども110番のいえ」が，全部この
地図に書き込まれています。５年ほど前に作ろうと，
お願いをしてなっていただきました。その後，見直し
がなかなかできずにいました。昨年度の終わり頃に，
運営協議会の安全部会の皆様方に一軒ずつ全部まわっ
ていただきました。今後も続けていただけますか？　
新たになってもよいといってくださる家はありません

かと，一軒ずつ全部まわっていただいたのです。
　そのようなことで，100軒が確認でき，この地図に盛
り込むことができました。地域の方々のお陰だと思い
ます。「こども110番のいえ」が確定したので，今年の
春に町別の児童会を開催し，一斉下校する際には，班
長が訪れて「どうか私たちの安全をよろしくお願いし
ます。」と挨拶に伺いました。地域の方の力が，本当に
安全を支える上でありがたいというふうに思っていま
す。

コーディネーター：藤岡 
　顔見知りになるというのはキーワードの一つだと思
います。顔見知りが多くなれば，わざわざ見守り活動
をする必要はなくなるので，どうすれば顔見知りが増
えるかという工夫になります。「こども110番のいえ」
の設定も，顔見知りの一つの手段として，一つのプロ
セスにしているというところが，非常に大きな意味を
持つのではないかと思います。後ほど議論はいただく
として，PTA・保護者の立場では佐藤佐さんいかがで
しょうか。

佐藤佐（松ヶ崎小学校学校運営協議会会長）
　PTA・保護者の立場として，先ほど白石校長先生が
ルールと今までの経過をお話されましたが，私は今，
学校運営協議会の会長です，去年は PTA 会長をさせて
いただきました。まだ始めて1年半というのが松ヶ崎の
状況で，周囲の学区と比べると後発になります。
　課題はいかに継続していくかです。地域全体で行っ
ていた活動を，きめ細かい形に今後は落とし込んでい
こうと，松ヶ崎の地域を10ブロックに分け，きめ細か
な活動をしていこうとしています。それぞれ今まで見
られなかった部分も，地域の方のお力を今まで以上に
いただいて，PTA も保護者も，できる時に，できる場
所で，という形に落とし込んでいこうという事を，本
年度の PTA の役員の方が率先して，精力的に，ある意
味では去年以上にしていただいている実態です。
　PTA だよりが月1回出るのですが，その数と，安全
安心のテーマに絞った PTA の特別だよりの数がほとん
ど同じくらいです。そこまで広報活動も昨年以上に力
を入れて行っています。
　当然，地域の方もそれに呼応するように，激励して
いただいています。ブロック別にきめ細かくしようと
した時に，保護者の中での温度差がまだまだあり，ア
ンケート結果では，そんなにしなくてもよいのではと
いう意見も根強くあります。今年の残り半期，そして
来年に向けて，なんとかそのあたりを打破していく方
策を立てていかなければならないのが，松ヶ崎の地域
として，また私の役割として，今後の課題として考え
ています。
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コーディネーター：藤岡 
　今，2年目を迎えてブロック別やいろいろな工夫をさ
れています。特別号を読ませていただきましたが，6年
生の保護者の方には，かなり過重な1年間になるのでは
ないかと感じるところもありました。工夫をしながら，
保護者の皆様が全面的に取り組んでおられますが，中
にはそんなにする必要はないという意見もあります。
いろいろな会合に出席されないので，どうしてそんな
に取り組む必要があるのかがわからないという方もあ
ります。そのような点をどのようにすればいいかとい
うのも，今日の一つの課題だろうと思います。それで
は地域を代表して菅谷さんお願いします。

菅谷 （六原学区自治連合会事務局長）
　六原の取り組みについて，少し説明させていただき
ます。六原の場合は，先にお話されたお二方とは少し
アプローチが違います。平成16年に生き生きネットワー
ク事業が京都市で立ち上がり，その中で安心安全の取
組というのも，京都市の施策として立ち上がりました。
　六原はそのモデルとして取り組もうと始めさせてい
ただきました。六原は学区の構成として高齢者が非常
に多い町であり，高齢化率は31.9%，ほぼ3人に1人が65
歳以上の高齢者の方です。子どもの数はその反面少な
く，14歳以下が267名ぐらいしかいない地域です。その
中で学区における安心安全というのは，いろいろなテー
マがあるわけですが，高齢者の生活安全，交通の問題，
ここで話題になる子どもの見守り活動，子どもの安全
という課題が地域にはあります。
　六原学区の取組は平成16年から始まっています。先
ほどから継続性，顔見知りなどの話が出ていますが，
この活動を開始してから，どうすれば長くこの活動に
取り組んでいけるかを絶えず考えてきました。できる
限り，特定の方に大きな負担をかけないように，大勢
の方が参加しやすいようにということで，いろいろと
工夫をして取り組んできたわけです。
　この活動以前から，六原学区では地域で行う子ども
と一緒の事業というのが3つほどありました。子ども夏
祭り，区民運動会と子どもの運動会の共催，六原フェ
スタというお祭りイベントの開催です。そのようなイ
ベントには必ず子どもたちにも参加してもらい，地域
の人達と一緒に活動に取り組み，地域の人達と子ども
たちの親密感が高まるきっかけとなってきたと思いま
す。そのような取組をしているから子どもたちと親し
くなっていこうという土壌としてかなり近しい間柄に
なれているのではないかと思っています。
　私たちもその取組の最初として，安心安全マップと
いうものを作りました。これはどこの学校でも取り組
まれていると思いますが，これを最初に作る時，業者

の住宅地図を使おうと思いました。しかし法令により，
住宅地図を転用する事が非常に難しくなったことが大
きなきっかけで，手作りしようとなり，学区を4分割し，
A3サイズ4ページで構成し，パソコンのイラストレー
ターでそれぞれの住宅と道路・公共物・避難場所・「こ
ども110番のいえ」などを落とし込んだものを作りまし
た。
　4ページに分かれているので，毎年1ページずつ更新
をしていこうと，コンピュータの中にデータを入れて
おくと，地図の変更は簡単にできてしまいます。危険
箇所もその中に落とし込まれていますから，危険箇所
が解消できれば消していき，最終的には何もない地図
として提供できることが，この地域は安心で安全な街
だということにつながっていくと思います。
　残念ながらまだまだ，危険箇所がいっぱいあります。
例えば，夜間歩いてみると，暗い場所があり，防犯上
問題があるので，いろいろなところに働きかけて街灯
をつける運動をしたり，行政にお願いをして街灯を設
置してもらうなど，地図を見ているとつぶさに検証し
ていけます。
　そういう取組をしていく中で，六原の問題も数々浮
かび上がってきました。例えば古い家屋や空き家が非
常に多くなっています。こういうことも広い目で，安
心安全の問題から見ると大きなテーマになってくるの
かと思います。
　挨拶の中で「安心安全の問題には終わりがない，到
達点がない，ここまでくれば良いということもない」
とありましたが，まさにそのとおりだと思っています。
ですから，気長に，繰り返し，地道に取組をするには，
どういうふうにしていけばいいのかというのを絶えず
私たちは考えているわけです。
　六原の中には安心安全部会というのがあり，メンバー
はたった5人しかおりません。5人の中で，地域の中に発
信していくという取組をして，いろいろな関係機関や
団体に働きかけ，取り込んで，その運動を展開してい
くという方法で今も継続しています。

コーディネーター：藤岡 
　六原学区は生き生きネットワーク事業の一環として
という出発点があり，それ以前から土壌として，高齢
者の方が多い地域の福祉的社会的取組が進んでいる地
域です。子どもの安全についても同じような手法で上
手くいっている一つの例だろうと思います。後ほどい
ろいろな工夫をお聞きしたいと思います。佐藤友一さ
んにはまちづくりに参加していただいてますが，アド
バイザーとしての立場から，子ども見守り活動につい
てご意見があればお聞かせいただけますか。
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佐藤友一
　（文化市民局地域づくり推進課まちづくりアドバイザー） 
　まちづくりアドバイザーという言葉を初めて耳にす
る方が多いのではないかと思いますが，去年の4月にで
きた新しい職種です。今，アドバイザーは6人いますが，
元京都市の職員ではなくて，民間や大学・財団法人な
どで地域のまちづくり活動を実践してきた者が，京都
市に雇用されてアドバイザーという活動を行っていま
す。
　地域づくり推進課は文化市民局の中にあり，市民生
活のことを考えたときに，子どもや高齢者の安心安全
を考えると，地域ぐるみで対応しないとできないとい
うことで，地域の大切さが重要になっています。地域
のまちづくりをサポートするということで，こういう
役職ができて，活動しています。
　私たちには主に大きく2つの役割があると考えていま
す。1つは直接地域に行って，そこの方と一緒にどのよ
うにしたらその地域が良くなるかを直接的に考える。
もう1つは，我々6人が分担して，いろいろな区役所に
出向いて，京都市は11区と3つの支所があり，地域事情
は様々ですが，そこの職員の方と一緒に地域に入りま
す。区役所の職員の方は，今までの経験で地域のこと
をよくご存知なので，そういう知識も生かして，地域
の活動をアップしていくことが必要であると考えてい
ます。
　我々が区役所の職員の方から学ぶことも多いですし，
また区役所の職員の方が気づかなかったことが見えて
くることもあり，そういうアドバイスをすることも私
たちの役目だと感じています。私の今年の活動は東山
区に重点を置いており，菅谷さんの六原学区にも関わ
らせていただいています。こちらからも学ぶことが大
変多いと考えています。

コーディネーター：藤岡
　今日はじめてまちづくりのアドバイザーという言葉
を耳にされた方も多いと思います。これは申し出て，
来ていただくということもある程度は可能なのだと思
います。佐藤友一さんにご参加いただいたのは，京都
市の子どもの見守り隊の最大の特徴な何かというと，
全国的なレベルと違い，各小学校校区ごとのまちづく
りにつながっている，それは高齢者の方の見守り隊に
もなり，福祉的な広義の見守り隊にもなる，つまり一
つの行政の単位は，小学校区に置くとことが一つの大
きな特徴となっています。ですから，見守り隊は子ど
もを見守るというだけではなく，その先にはまちづく
りのためにもあるということです。
　お話にあったように，六原学区ではそういう形で，
まち全体として動いている学区であると思います。松ヶ

崎などは今後そのように進めていこう，子どもの見守
り活動がまちづくりとしても展開されていくと思いま
す。子ども見守り隊によって，そこに住民が安全安心
になるような町をどう作っていくか。これが，今後の
課題だと思います。
　単に子ども見守り活動だけであれば，片手間に，も
う終わったらいいよということになるかもれません。
先ほど松ヶ崎小学校区の佐藤佐さんがおっしゃったよ
うに，そんなにしなくてもいいじゃない，もう安全じゃ
ない，松ヶ崎小学校近辺ではそんなこと起こらないじゃ
ない，とこういうふうに思われる保護者の方もたくさ
んいらっしゃると思います。しかしこの活動は，今後
も松ヶ崎小学校区に住んで本当に良かった，いつまで
も松ヶ崎小学校区に住み続けたい，ここでは老後も安
心だと，皆が見守ってくれるというまちづくりの出発
点になっています。そんなにしなくてもいいじゃない
というのは，短期で見ればそうですが，そうではなく，
まちづくりに直結するような形として見守り活動はあ
るわけです。
　これは京都市全体の小学校区を地軸とする，いろい
ろな行政・教育委員会等の立場からもそうです。です
からまちづくりアドバイザーの佐藤友一さんも，いろ
いろなアドバイスをしながら，そこを充実する事によっ
て，京都市全体がそれをしていきましょうとこういう
形で進んでいることも，全国的に非常に特徴的なとこ
ろです。また全国的から見て非常にうらやましい形で
進んでいるところはなかなかありません。そういう評
価も，言っておく必要があるかと思い申し上げました。
　そこでいろいろな工夫として，赤羽校長先生のお話
の中に，壬生では壬生六斎というイベントがあり，非
常に歴史の深い伝統行事ですが，そういうことがない
地域・小学校区では，大変難しい問題かもしれません。
そういうことを通じて顔見知りになる，地域の人達が
そういう形を通じて触れ合っておられます。ない所で
は校長先生や学校の先生が工夫をして，いわゆる総合
学習の延長で社会体験をしたり，地域の人といかに触
れ合うか，それも異世代の多様な人々といかに接する
機会をつくる点が，全国的にも成功しつつあります。
　例えば皆様の学校の中にサロンというものがあると
思います。これを地域の人々に開放している所はかな
り成功しています。白石校長先生がおっしゃったよう
に，地域の人にゲストティーチャーになってもらうの
も一つですが，子どもたちが町の人といかに知り合い
になれるか，また大人も近所の子どもたちの名前 ･ 顔
をいかに覚えるか，知るかということが今求められて
います。そのきっかけをどう作るか，こういうことだ
と思います。この点について菅谷さんの所はいかがで
しょうか。いろんなイベントの時にいつも参加しても
らうということでしたが，もう少し何かありましたら
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お願いします。

菅谷 
　例えば学校・地域という関係があります。学校も非
常に門戸を開いていただき，地域の人を大いに受け入
れようという姿勢を持っていただいています。地域の
人も元学区制が敷かれている中で，六原小学校という
のはとてもシンボリックな位置づけになると思います。
　ですから，基本的に学区の中で何かするというのは，
その小学校が一つのメイン会場になったり，学校を中
心に物事を進めていくということが，地域の中では当
たり前のように行われているわけです。何をするにし
ても，学校と地域との連携が非常に密な状態です。な
にかこちらから働きかけると，学校もきちんと対応し
ていただき，協力体制をもっていただけます。地域も
学校の要請に対して協力ができるという関係ができて
いることで，非常に取り組みやすい環境になっている
のだと思っています。

コーディネーター：藤岡 
　壬生六斎というイベント，壬生文化圏にはいろいろ
な行事があると思いますが，先ほど「こども110番のい
え」の見直しの時に，子どもさんに挨拶に行ってもらっ
たというのがありましたが，そういう工夫というのは
他にございますか。

赤羽 
　先ほど申しました運営協議会の中には，月に1回，1年
生から6年生まで，大型スクリーンに絵本を映し出しな
がら，授業時間を使って本の読み聞かせをしてくださっ
ているグループがあります。子どももずっとその時間
を待ち遠しく思っています。「本読みのおばちゃんや！」
と顔見知りになります。これが一つです。
　それから総合的な学習の時間に，4年生は福祉の勉強
をするのですが，老人福祉として社会福祉協議会が高
齢者にお昼ご飯を作る会の時に，4年生が行き，お昼ご
飯をご馳走になりながら歌を歌ったりします。そうす
ると高齢者からは「いってらっしゃい」という声が出
てきます。これも一つ顔見知りです。
　スポーツでは，土日にテニスや剣道などを地域の方
に教えていただいています。大変熱心に教えていただ
いていますので，運動会の時などは応援に来られます。
これも顔見知りの取組ですね。それと環境教育として
空き缶・アルミ缶などを回収しています。学校で集め
たアルミ缶は業者の方に渡して，代金をいただき，そ
れで木を植えるということをしています。「これ学校に
持っていってや」と，空き缶アルミ缶を子どもに渡し
たり，「アルミ缶を持っていくのは大変やし，トラック
を出そうか」ということで協力していただいたり，も

ちろん見守り隊は，辻，辻で，校門の前で，毎日立っ
ていただいています。こんなかたちで顔見知りになっ
ていただいているということです。

コーディネーター：藤岡 
　いろいろな工夫があると思いますが，ここで会場の
皆様にお聞きします。子どもと地域の人達とのつなが
り，顔見知りになるために，このような工夫をしてい
るというのがありませんでしょうか。

会場から────────────────

< 伏見住吉学区 松本 氏 >
　伏見住吉学区の松本です。昨年の5月ごろから7つの
各種団体に呼びかけて8月に設立総会を行い，いま会員
が120名で，毎朝登校時には25名前後に立っていただい
ています。今年の4月に，校長先生に見守り隊の方と子
どもの対面式を行いたいとお願いしたところ，6月に朝
礼の中でしましょうかということになりました。その
ときほとんどの方がユニフォーム姿で出席してくださ
いました。体育館の壇上に上がって一言ずつご挨拶し
ていただきましたところ，「私たちは子どもたちにパ
ワーをいただいています」「子どもたちの笑顔を見るの
が毎朝楽しみです」「一日でも休むと，なんで休んだん？
と声をかけてくれる」とものすごくいい雰囲気で進ん
でいます。校長先生ともいろいろとお話をして，学校
側の行事がある度，運動会とか学習発表会にも住吉子
ども見守る会として地域の住民として学校へ行ってい
ます。見守る会の名前で呼びかけています。

< 伏見住吉小学校  前野校長 >
　見守る会の名前で呼びかけていただき大体7割ぐら
いの方がユニフォーム姿で学習発表会とか体育祭に来
られて，また PTA が主催されます住吉広場について
は，PTA と協議し2つの団体で皆様を招待する形をと
り，その中で子どもたちも喜んでその方とおしゃべり・
話し合うということになっています。今年感激したこ
とは，3月，子どもたちが卒業する時に，毎日立ってい
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ただいている方に私たちの卒業式に顔を出して欲しい，
見送って欲しいという言葉をかけていたらしく，当日，
卒業式の日に，見守りの中から一人来てくださいまし
た。学校側も皆が驚いたということで，「これからは卒
業式にも見守りの人を呼ばないといけないね」と話を
して，本当にいい雰囲気で進んでいます。

コーディネーター：藤岡 
　会を立ち上げて，今95%ぐらいの状況ということで，
停滞気味でどうしようかという所もないとはいえませ
ん。今日ご出席の中で二通りあり，地域の方というの
はかなりボランティアに熱心で長年しておられる方が
多いのだろうと思いますが，その方から見れば，「保護
者の人達にももう少し協力してくれたらいいのになぁ」
という本音が一方ではあります。自分たちは活動をし
ているのに，出会っても挨拶もしてくれない，子ども
の顔を知るより，まず親の顔を知らないといけないな
という感じを持っておられる方もいらっしゃるのでは
ないかなと思います。
　逆に，保護者の方が一生懸命活動されているのです
が，今の家庭状況を考えますと，子どもの見守り活動
に全面的に協力をすることはなかなかできない。どう
いう形で協力をしていけばいいのか，心に協力する気
持ちがあっても，その時間帯に出ることができない，
こういうジレンマを抱えている保護者の方もおられま
す。
　そういう違いを超えて，どのように調和させていく
かというのが，先ほどの学校運営協議会の佐藤佐さん
の松ヶ崎での悩みとしてあるのではないかと思います。
これも京都市だけの話ではなくて，今の家族状況 ･ 経
済状況等々，若い子どもさんを持っておられる方の置
かれている状況を完全に無視して全面的にというわけ
にはいきません。
　しかし見守り活動の細かい事を言えば，いろいろな
事があるのですが，まずは地域の人の顔を知らないと
話にならないだろうという事を考え，今日お話しする
中で見守り活動がどのようにあるべきかというふうに
考えた方が考えやすいですね。赤羽校長先生の，顔見

知りを増やすにはどうしたらいいのか，例えば先ほど
安全マップの問題でも，どういうふうに作っているか
でとても違います。作る過程・プロセスにおいて，子
どもと地域の人を結びつけるような安全マップの作り
方をしているかどうかです。赤羽校長先生のところで
は，110番のお宅に挨拶に伺ったり，自分の通学路の所
の110番のお宅に挨拶に行ったという小学校もありま
す。そういう形でいかにそのプロセスを工夫する事で，
子どもたちが地域の人と顔見知りになる機会は，わざ
わざ集めなくても至る所にあります。毎日の中で，ど
のように工夫するかが求められている，こういう観点
で，それならばこういう事を工夫しているというご意
見がございましたら，どなたかございませんでしょう
か。

会場から────────────────

< 六原小学校  達脇校長 >
　菅谷さんの六原小学校校長の達脇です。日頃，六原
小学校の子どもたちは，地域全体で子どもを見守り，
育てていただいているのを身にしみて実感しています。
子どもの安心安全については，地域全体で取り組んで
いただいているという事を本当に実感しています。そ
の中で，子どもたちが地域の人達と顔見知りになると
いうことについては，先ほど菅谷さんのお話の中にも
ありましたように，地域と合同で運動会を開催させて
いただいているということです。子どもたちは地域の
テントに戻って，地域の人と一緒にお昼ご飯を食べて
顔見知りになり，名前や顔を知っていただいています。
　毎月1回，お昼前後に地域の高齢者に学校に来ていた
だき，わいわいサロンという名前で開催していますが，
学年ごとに子どもたちが作文を発表したり，歌や合奏
を披露したりして，高齢者と話をしたり，話を聞かせ
ていただいて，顔見知りになり，より深い理解がし合
えるような事をさせていただいています。
　それから，安心安全マップの現物をお見せしたいと
思います。こいう表紙があり，この中にいろいろな細
かい事を記入していただいています。例えば，「こども
110番のいえ」はここにある，このあたりは以前にチカ
ンが出た所だから注意とか，車が多いから気をつけよ
うとか，事細かに書いていただいています。これをそ
れぞれのご家庭に配って，気をつけていただくように
しています。この安心安全マップは，状況によって，
毎年1ブロックずつぐらいの割合で改正をしていただい
ています。その時に，子どもたち自身で自分たちの通
学路を点検してまわり，子どもたちの目でどうすれは
良いか，ここは危ない場所だという事を確認して，そ
の声も安心安全マップの点検と改正に生かしています。
　六原小学校の児童数は72名です。その一人一人をほ
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とんどの保護者が知っており，地域の方も知っておら
れるという状況で，これからますますそういう機会を
増やしていかなければならないと思っています。

コーディネーター：藤岡 
　六原小学校校長先生の視点から，子どもとのふれあ
い，知り合いになるという視点からお話いただきまし
た。他にぜひこの際ご意見があれば，

佐藤友一 
　安心安全マップについてですが，おそらく京都市の
中でいろいろな地域が，いろいろなマップをすでに作
られていると思います。地域でも作っているし，学校
でも作っている。私たちアドバイザーが去年から関わっ
ているのが，春日学区が呼びかけて，京都市から5つの
地域を集めて，それぞれの地域の安心安全マップを作
りましょうということで，2ヵ年かけて現在実行中です。
　なぜ時間をかけているかといいますと，マップは作っ
て全校配布してそれで終わりということが結構多いよ
うです。配られて，それはどうして活用されているのか，
今一度立ち戻って考えてみる必要があると思うんです。
そのために2ヵ年かけて，果たして何のためにマップを
作るのだろうか，そのマップを作って，誰がどう活用
するのだろうかという事から考えて，今，取組を進め
ています。
　その中では，もちろん5つの地域があるので，それぞ
れのやり方があります。同じように全校配布するとこ
ろもありますし，全校配布しないで，役員が地域の安
全の計画を立てるために使うところもありいろんなや
り方があります。
　今日のテーマである子どもの安心安全ということで
ありますと，どのように子どもがそのマップを使える
かとか，子どもたちがマップを読み取れるのだろうか
とか，そのような事を考えると，作るプロセスにどれ
だけ子どもを巻き込むかということが大切になると思
います。もしかしたら作った現物より，作るプロセス
が大事で，例えば何年生になったらマップ作りを必ず
やりますよ，という取組も効果的なのではないかと考
えます。やはり時間をかけてじっくり考えて，いろん
な人のアイデアを寄せると，いい知恵も出てきて，マッ
プ作りもそのように進めていただけたらと思います。

コーディネーター：藤岡 
　マップ作りもプロセスなのですね。ある方々には誤
解されている節がありますが，安全マップは作ったら
終わりというのでは決してなくて，作るプロセスが重
要なのです。そこで改善していくということで，出来
上がった物は朱雀第三小学校のように「こども110番の
いえ」の例などはいいのですが，不審者が出た場所な

どは時々刻々と変化するので，私ども専門家から言え
ば，その類の安全においてマップはほぼ有効ではあり
ません。そういう事故事件があった所は注意すべきだ
ということはある意味でいえますが，しかし必ずしも
そこで起こるとは言えないわけです。過去に起こった
というだけであって，将来を予測することはできませ
ん。マップはそういう使い方ではなく，昨年の講習会
でも話があったかと思うのですが，マップ作りの過程
が非常に重要なわけです。そのマップを作るときに，
大人だけで作ったのではだめだと，子どもを参加させ
なさいというのは，子どもはマップを作る過程の中で，
いろいろな危険や，これは安全だとか，そういう事を
学んでいくのです。体験的に五感を働かせながら，そ
こで学んでいくわけです。ですから，大人の目で見て
危ないというのと，子どもの目で見るものは違うもの
があり，それを一緒に併せて作り上げたらいいのです
が，出来上がったものをそのままここは危険箇所だと
いう形だけで信じるのはいかがなものかと思います。
危険箇所はここですよと教えるだけではだめなのです。
　今の子どもたちに一番欠けているのはそういう体験
です。体験がないからいわゆる危険予知能力が衰えて
いるとよく言われるわけです。そういうことを安全マッ
プ作りでしようとしています。このプロセスが重要と
いうのはまさにその通りで，安全マップの使い方もぜ
ひ工夫をしてもらいたいですが，安全マップは一つの
手段だと思います。地域の安心安全を作りあげる大き
な手段と考えます。
　顔見知りを増やすということになぜポイントを置い
ているかといいます。千葉県の習志野市の小学校に行っ
て驚きました。新興住宅地なのに，なぜ上手くいって
いるかというと，いろいろな統計をとっているのです
が，非行少年の割合も他の小学校と比べて少なく，さ
らに新興住宅地にもかかわらず，その小学校の卒業生
は，卒業後も小学校や中学校の地域を訪ねたりする率
が非常に高いのです。小学校の段階で何をしているの
か見ると，結局，いかに顔見知りを増やすかというこ
とに校長先生を中心に普請したわけです。学校を地域
に開放し，毎日50～60人の地域の人達，高齢者の人が
多いのですが，学校の中に入って，わいわい教室のよ
うなサロン教室にたむろして，いろいろな活動をして
おられたわけです。休み時間は子どもたちがそこへ遊
びに行ったりして一緒に碁を打ったりします。そうす
ると，学校からの帰りも一緒に帰るわけです。見守り
活動は特別に要らないわけです。広くいえば地域社会
の生涯学習活動です。いわゆる見守り活動とわざわざ
言わなくても，お父さんお母さんがいないときは，自
分の家に遊びにおいでよと夕方まで子どもがその家に
遊びに行ったりするというような関係を結んでできた
わけです。
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　すぐにできたわけではありません。顔見知りになる
ということは，そういう地域社会をつくる，まちづく
りをしないと，見守り活動は自分の生活パターンとは
違う，余計なこととしてしんどい話になります。いつ
までこんな余計なことをしなければならないのか。あ
るいは，義務的にしなければならないのか。こういう
話になってくるわけです。
　若い保護者の方は，そういうところ（サロン教室）
にはあまり前面に出ていません。しかしその小学校の
イベントには大いに参加し，保護者の方はそういう形
で協力しておられます。日常的には見守り活動はでき
ませんから。ですから，例えば顔見知りになるという
言葉で申し上げましたが，どうしたら地域の人々がお
互いに，単に見守りしてくれるボランティアの皆様方
だけの顔を知るのではなくて，もちろんそこが出発点
ですが，地域の人々とどう関与するか。そういう小学
校区にするかという事を考える必要があります。これ
は一つの例で，全国的にはいくつかそういうことをし
ている所があります。
　それはそれとして，京都市は小学校区に重点を置い
て活動しています。150万都市でそういう形で取り結ん
でいるところは全国的にありません。これほど小学校
区を大事にしながら，そこのまちづくりをきちっとし
ましょうと行政も地域の人も一体となっているところ
もまた他にはありません。誇りであり，京都市はどう
するだろう，どうなっているだろうと見られていると
いうこともあえて申し上げておきます。ご発言のない
各小学校区でもいろいろあると思います。
　では具体的に見守り活動でこういう事で困っている，
こう決めていたけれど，どうも参加者が少ない，保護
者は全然来ない，どうすれば上手くいくのだろうなど
についてお伺いしたいと思います。朱雀第三小学校で
は，見守り活動はどういう形でしょうか。

赤羽 
　見守り隊は保護者の方より地域の方の方が多いです。
保護者の方もできる限りとお願いしていますが，仕事
を持っておられるということで，なかなか見守り活動
への参加については難しい部分があります。松ヶ崎小
学校のお話にもでてきましたが，できる時にできる場
所でということで，なんとか活動できないかというこ
とで，PTA の方本部も一生懸命考えられまして，校区
の中に印をつけて，日常生活でしよう，最初は腕章を
つけようという話も出ましたが，腕章をつけて買い物
に行くのは恥ずかしいという話もあり，目立つ色の首
から下げるストラップにされました。学校に来るとき
はそこに名札をつけてもらいますが，普段はそのスト
ラップに鍵をつけるなどされています。とにかく真っ
赤な目立つストラップを PTA で作られ，それを保護者

の方は日常的につけてください，買い物に行く時，保
育所に迎えに行く時も，どんな時もつけてくださいと。
赤いストラップを見ると子どもは「PTA のお母ちゃん
や」ということで安心感があります。「できることで参
加してください」と PTA は活動しておられます。

コーディネーター：藤岡 
　赤羽先生，活動がダレ気味になった時の対策として，
どのような事をしておられますでしょうか。特に PTA
の保護者の役員が替わったりすると，ダレ気味になる
ような時にどういう工夫をなされていますか。

赤羽 
　ダレ気味というよりは，先ほど「こども110番のいえ」
に伺ったように，4～5年前にしてあげると言われたけれ
ども，本当に今は大丈夫かというようなことで見て廻っ
てもらったら，中には今回はもう出来ませんと言われ
るお宅もありました。見守り隊も，去年は引き受けた
が今年もお願いしますというのは，毎年確認をしない
と，いろいろな事情がありますし，逆に今年から新し
く参加してくださる方もいらっしゃいます。毎年それ
らを確認しないといけないと思い，その日を決めて，
本校では4月か5月に防犯の避難訓練を毎年行っていま
す。運営委員会の安全部会に所轄の堀川警察署の生活
安全課の課長さんに委員として入っていただいていま
す。防犯の避難訓練の時には，堀川警察署の刑事さん
が不審者になってくださいます。本当に見たまま不審
者のような格好で，ゴムのナイフを持って校門から侵
入してくるのです。それを教職員が察知して，さす股
などでディフェンスします。なんとか取り押さえます。
これは危ないということで，避難放送を流し，子ども
たちは安全な所に避難するという訓練をします。子ど
もたちが避難し終えたところで，見守り隊新年度の結
成式をさせてもらっています。新年度確認をさせてい
ただいた方々にお集まりいただき，今年度はこの方々
が見守り隊です，みんなよろしくお願いしましょうね
ということで，紹介します。年に1回こういう日を決め
てやっておくことが，私どもの学校では大切ではない
かなと考えています。

コーディネーター：藤岡 
　佐藤佐さんどうでしょうか。

佐藤佐 
　私のところは，いかに継続するか，拡大するかとい
うところで，PTA と学校が中心となって始めた活動で
すが，今は地域の方に激励されながら進めている部分
もあります。保護者という立場からすると，保護者の
中に非常に温度差があるということで，そんなにもし
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なくてよいのではないかというご意見も根強くあるの
が，最大の悩みです。これから克服していかなければ
ならない課題と思っています。それを機会に，今回ブ
ロックに細かく分けてやっていこうというのには，新
たな去年と違う大きなエネルギーがいると思うのです
が，なんとかクリアしていかなければならないと思っ
ています。そのためには，自分 ･ 自ら立っていただい
ている，見守りをしてくださる方は，言われたからで
はなく，自分のためだと思うことだと感じました。
　一年前に「松ヶ崎あんしんネットワーク」の発足式
を行いました。その安全宣言の一番最初は「私たちの
地域の安全安心はみんなが自分たちの問題としてとら
え」とこういう前文で始まっています。今一度この原
点に立ち返ることが，継続・拡大にもつながっていく
のではないか。人のためとか，子どものためとか，地
域のためとかは，少し高いところにあるような気がす
るので，まちづくりということで，非常にその大きな
目標を持って，理想を持っていくのはそれは大切なこ
とですが，私たちの直面している課題を解決するには，
まずそれぞれの大人が自分のことだ，自分のためにし
ているのだと，本当に心から思えることです。ここに
意識改革といいますか，それをしていくことが第一で
はないかと思ったわけです。安全宣言はその続きがあ
ります。「地域の幅広い住民の力を結集し」，自分がい
いと思ったら，隣の人，前の人，後ろの人，一人でも
仲間を増やしていく，自分の思っていることに賛同し
てくれるように説いていく，もしくは賛同者を増やし
ていくこと，この2つが松ヶ崎の地域には必要ではない
かと感じている次第です。

コーディネーター：藤岡 
　総括していただいたような感じですが，自分と人々
と，どのように過ごすかが問われているのだろうと思
います。安全安心，これだけ取りざたされているのは，
どうもみんなというところが欠けてきた。そういうと
ころがこういう状態を引き起こしていると言っても過
言ではないのですが，そういうことを含めて，なおこ
ういう工夫を加えたらいかがでしょうかという，アド
バイザーの立場で，今まで見てきていかがでしょうか。
現場で見ていて考えるところがあればお願いします。

佐藤友一 
　私個人の立場として，私には保育園に通っている子
どもがおり，小学校にあがると PTA の見守りなどの活
動あるので，うちの子も何年後かには私たち親ががん
ばらないといけないのかなと，ひしひしと感じていま
す。仕事を持っていると，その時間に見守り活動がで
きないというのがどうしてもあると思います。保育園
でも親御さんが忙しいのはよくわかります。保育園の

会議にもなかなか集まれなかったりします。その中で
どうするのかといった時に，PTA の佐藤さんが，自分
のために，自分とか自分の家族を守るためにとおっしゃ
いましたけれども，自分で考えなければならないと思
います。見守り活動ではなくても，何か自分の子ども
のためにできるかもしれない。自分の子どもの危険予
知能力を高めるにはどうすればいいか，これは考えや
すいことだと思います。親が自分の子にそういう視点
で子どもに教育し接していくことができるかもしれな
いし，それをまわりの親とも協力して危険予知能力を
高めるような取組もできるかもしれない。こういうこ
となら，日頃の見守り活動ではなく，土日にするとか，
先生に頼んでそういう授業をしてくださいということ
もできるかもしれません。見守り活動だけじゃないと
思います。自分の子を守るためには，何をしたらいい
かを真剣に考えてアイデアを出すことと私は思います。

コーディネーター：藤岡 
　自己変革しなければならないというのは，おっしゃ
るとおりだと思います。私の立場から申しますと，今
日ボランティアの PTA の方，保護者でもなかなか参
加できない中で参加しているというのは相当なエネル
ギーを使いながら参加されています。ボランティアの
人はそれ以上にエネルギーを使っているわけです。そ
ういう人達に出会って，子どもたちが「ありがとう」
の一言も言えないようでは話にならないわけです。そ
ういう関係をどう作るかというのは大人の側が作って
きたので，大人の側から始めないといけないというこ
とで，見守り活動は地域社会の規範形成になるとよく
言います。「おはよう」の一言が子どもに勇気というか，
今日もやるぞという気持ちとともに，挨拶しないとい
けないなと覚えていくわけです。挨拶しないから非行
少年になるわけではありませんが，ある非行少年の例
でいいますと，朝起きても両親に挨拶しない，ご飯食
べても何も言わない，無言で学校へ行く，それもご飯
をろくに食べずに行く。学校へ行っても遅刻をしても
先生に相手にされない，そんな先生ばかりではないと
思いますが，一日学校にいても大半誰とも会話せずに
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帰宅する。こういう子どもたちに規範形成なんて出来
るわけがないのです。
　見守り活動の一つ忘れている側面で，子ども安全安
心といっていますが，それは一方で偉大な規範形成の
先導者として町中に毎日立っておられるのだと。そう
いう誇りを持ってほしいし，そういう方を見かけたら，
ぜひ感謝の目を持ってほしいとと思っているわけです。
これは，そういうことが一つ一つ積みあがらないと，
安全安心というまちは形成されないと思うのです。
　単に子どもたちだけを見守っているという過保護状
態で終わりです。それはマイナス以外何者でもないの
であって，やっぱり子どもたちもちゃんと自立できる
ような，そういう地域社会を作り上げていく，その先
頭に立っているということを考えます。
　見守り活動の意味というのは，保護者が来なくても，
少しは私の生きがいでもあるのだから，そういう形で
活動していこう，気負いもあるかもしれませんが，そ
ういうことがやはりこういう活動のけん引役になって
いくのではないかなと思います。
　しかし毎日のことですから，特に地域のボランティ
アの人には大変な労力をかけていますので，学校の先
生方，あるいは保護者の方々はどういう形で，そうい
う方々に感謝の輪を作っていくかということが必要に
なってくると思います。先ほど，習志野市の小学校の
ことを申し上げましたが，そこの良さはそういうこと
です。別に伝統的に年配の方に礼儀正しくしなさいと
か，そういうことを言わなくても，自然に出来上がっ
ていく地域社会になっています。なかなか一朝一夕で
は出来上がらないと思いますが，そのまちでアンケー
トをとると，ほかのまちには行きたくない，このまち
で住み続けたい，大団地が高齢化しても，たぶん皆様
はそこに住み続けるのではないでしょうか。そういう
まちづくりを各小学校区に出来るかということなので
す。
　私は京都府全各市町村にもこの2年間講演会にまわり
ましたが，ある地域でアンケートをとった際，8割の方
がここに住み続けたいという結果が出てくる地域があ
りました。ところがそれと全く反対，つまり早くこの
まちから出たいというアンケート結果もあるわけです。
そういうまちでは，見守り活動をしている自分自身も
住みづらくなっていきます。そんなまちにしないため
に，見守り活動をしているのだと自負はぜひ持ってい
ただきたいと思うわけです。
　すると，この苦労をいつまでもしろということか，
結局，保護者の方が出てきて少しは楽になるかと思っ
たら，ますます大変な役目を負わされて帰っていかな
ければならないのか，と思われるかもしれませんが，
その保護者の方が参加しやすい，そういう在り方はど
うなんだろうかいうことです。

　時間のないところを工面して，熱心に活動しておら
れる保護者の方もたくさんおられます。今日参加され
ている方も，仕事がなくて暇で来たのではなく，やり
くりして来られた方もおられるのです。非常にしんど
いやりくりをして来られている人を，どうやって盛り
立てていくかですね。これも地域の方とぜひ考えてい
ただきたい。やはり相互関係なんです。そこを考えな
いと，これは長続きはしないと思います。ちょっと忘
れかけているお互いの感謝の気持ちが，顔見知りにな
る結果になると私は思うわけです。
　六原学区は，確かに児童数は100名以下と少ないです
が，高齢者の多い地域社会で，それが上手くまわって
います。少なくとも地域の人達はそう思っておられま
す。そういう事がどの小学校区にも出てくるような土
壌をどう作っていくかということを考えると，今一歩
しんどいところを乗り越えていかなければならないの
だろうと思います。1年が一つの区切りで，張り切って
95%の出席率は優秀ですが，これが1年後，2年後という
時にどうなのか，たぶん絶対続けますよということな
んでしょうが，そういう時にどういう工夫を，あるい
はどういう形でもっていけばよいのか。特別なことを
している，自分の人生の付録のようなことで，早くこ
の付録を取りたい，背負ったものを取りたいと思って
いるうちは，なかなか続かないと思います。
　先ほどどなたかがおっしゃいましたように，生きが
いですね。生きがいになっているという，そういうも
のが，ボランティアの方に出てくると，その地域はボ
ランティアの人が長く続きます。保護者の人も，子ど
もを育てて地域の人に見守ってもらっていると，自分
も何か手助けしよう，見守り活動ができなくても，イ
ベントの時は休んででも手伝おうとか，そういう工夫
が必要なのではというふうに思います。
　地域社会と地域の安全ということを，見守り活動と
地域の安全とわざわざ言わなくても，単に子どもの問
題ではないですよ，ということを改めて知っていただ
き，再認識していただけたらということがこのテーマ
だと思います。
　保護者の方々は，私もそうでしたが，若い時という
のはなかなかそこまでいかなくて，地域というものが
見えにくいところがあります。今日ご出席の方は別と
して，本当に近所から出発するということが必要なよ
うに思います。よく公務員の方にも申し上げるのです
が，東京から転勤で来て，マンションに住んでいる人
に自治会に入っていますかと質問すると，「入っていま
せんと。」「ゴミはどうしているのか，子どもさんは地
域活動をしているのか」と質問すると，「ゴミは捨てて
いますが，子どもの地域活動はほとんどできていませ
ん」と回答されます。「その回答をするあなたたちをど
う変えるかが課題なんです」と私はよく言います。公
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務員の方も仕事が忙しい，こういう活動をしていても，
帰ったら自分の住んでいる所の子どもたちの名前は知
らない。こういう日常です。そこからどのように脱皮
するかということが問われています。
　保護者の佐藤さんが言われたように，隣り近所，前・
後ろ，ここからどう声をかけるかということが出発点
になる感じがいたします。それが見守り活動の原点だ
と思うのです。
　今日のテーマでいいますと，大きく2つ，まず顔見知
りになるための工夫をしましょう。それが広がれば見
守り活動は軽減されます。定点にそんなに立つ必要が
段々なくなります。先ほど習志野小の小学校の典型的
な例を申し上げましたが，ここはそういう意味では見
守り活動はありません。それでもできているんです。
それはそういう関係が出来上がっているからです。そ
ういう方向に向けて，何か日々犠牲にしなくてはいけ
ない特別な時間を作らないといけないというのではな
く，日々の生活の中で，お互いを知り合うような関係
をどう作っていくかというのに，もう一段レベルを上
げた工夫が必要なのではないでしょうか。だから見守
り活動はその一環で行っているのだ，そこに行き着く
プロセスだと再認識していただければよいのではない
かというふうに思います。時間も迫ってまいりました
ので，今日の感想をパネラーの方に伺いたいと思いま
す。

赤羽 
　公立学校の良さは，その地域に根差した学校である
ということです。地域の方々が，朱雀第三小学校は私
たちの学校だという気持ちを皆が持っておられるので
すが，それをどれだけ集めていけるか。たくさん集まっ
たときに公立小学校は光り輝くと私は思っています。

佐藤佐 
　最近，品格とか品性を耳にする機会が多く，本にも

「女性の品格」というものがあります。その前に私は「男
の品格」という本を読みました。まちにも品格がある
と思います。松ヶ崎のまちの品格を少しでも高められ
るように，今日をまた機会に頑張っていきたいという
ふうに私は感じました。

菅谷 
　六原学区見守り活動については，定点に立って見守
るとか，引率の見守りとかそういうことを実は一切し
ておりません。普段，日常の生活の中で，子どもたち
に目線を合わせてみなさんが見ていただけたらありが
たいなという訴えで，地域の方に見守り活動をお願い
している。ですから負担感というのは，地域には基本
的には無く，当たり前のように続けていけることかと。
PTA の方々も忙しいからできないではなく，とりあえ
ず自分たちの子どものために参加しようということで，
全員参加してもらう中で，そういう活動をしていると
いうことです。ですから，この活動についての，例え
ば経費的な問題についても，地域から支援をいただく
中で，より活動が後ろ盾されているような学区である
ということで，これからも地道に続けていけたらとい
うふうに思っています。

佐藤友一 
　先ほど PTA の佐藤さんはまちづくりのようなたいそ
うな事ではなく，と前置きをされながら，隣近所とか
前後ろとかですね，そういう地道な活動を我々はまち
づくりだと考えています。分野は子どもや高齢者や防
災，交通安全などいろいろあると思いますが，根っこ
は一緒です。今日ひしひしとそれを感じました。我々
アドバイザーは6人おり，各区役所のまちづくり推進課
に来ていただければ行きますので，ぜひともお声かけ
ください。

コーディネーター：藤岡 
　長時間にわたりましてご協力いただきありがとうご
ざいました。遠くに模範があるのではなくて，今日ご
出席の小学校区にも六原のようにかなり先進的に全国
に誇り得るような，そういう地域もあります。あるい
は，朱雀第三小学校もそうかもしれません。今後，松ヶ
崎は新興ですが，それを追い越すかもしれません。京
都市全体が安全安心な，住みよい，住み続けたい，そ
ういうまちになるように今後もご協力を賜ればという
ふうに思います。本当に長時間ご協力ありがとうござ
いました。
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第4回　京都市スクールガード養成講習会
「子どもの安全確保」にプロの視点とノウハウを !!

日　　時　　平成20年2月20日 ( 水 )　午後2時から午後4時まで

会　　場　　京都市総合教育センター　4階「永松記念ホール」

　　　　　　[京都市下京区河原町仏光寺西入ル ]

主　　催　　京都市教育委員会

共　　催　　京都市子ども安全会議

対 象 者　　見守り活動等を行っているスクールガードの代表及び教職員

参加人数　　280名

内　　容　　テーマ :「地域防犯活動と子ども安全」

	 　講師：京都市スクールガード・リーダー	 大槻　　惇
	 　　　　(元 京 都 府 警 察 下 鴨 警 察 署 長 )

	 　講師：京都府警察本部犯罪抑止対策室　室長補佐	 野村　幸雄
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「地域防犯活動と子ども安全」
京都市スクールガード・リーダー　大　槻　　　惇

　伏見のスクールガード・リーダーの大槻です。
　平素，このような服装で帽子を着用し，自転車の前
カゴにプレートを取り付け，パトロールをしています。
スクールガード・リーダーとはどんな者かとわかって
いただけるためにこのような服装で参りました。現在，
京都市内ではわれわれスクールガード・リーダー35名
が活動しています。
　本日は私の子ども安全活動について聞いていただき
ます。私が担当するエリアは先ほど紹介がありました5
つの小学校区（桃山小学校，桃山東小学校，桃山南小
学校，藤ノ森小学校，藤城小学校）を担当しています。
一人では大変広範囲だと思っています。皆さん，同じ
思い，考えであると思いますが，今，安全，安心のま
ちをつくることが大変厳しい状況にあると私は思って
います。
　私は京都府警のＯＢでして，長年，警察にお世話に
なってきました。その警察経歴の中で身につけてきた
防犯の知識，あるいは安全に対する数々の経験，そう
したことが少しでも地域の安全のために役に立てれば
と思い，スクールガードのボランティア活動に参加し，
2年が経過しました。この間，私が感じたこと，経験し
たこと，実際に実施してきたことを皆様にお話し，活
動報告とします。
　本日の第一のキーワードは，先ほど，安心安全のま
ちづくりは大変だと言いましたが，私は一定の地域の
安全安心を守るためには三重の安全ネットが必要だと
考えています。それは「点の警戒」，「線の警戒」，「面
の警戒」の三重の安全ネットです。まず「点の警戒」
ですが，先ほども申しましたが私は5つの校区を担当
しており，一人で自転車による巡回パトロールを実施
しています。大変広い地域です。この地域を一人で巡
回するということは点の警戒だと思っています。私が
子どもたちの登校下校の巡回パトロールを実施してい
ると，自転車の前に安心安全パトロール中とプレート
を付けた皆様と出会います。また，通学路の交通要点，
主要な交差点に立って子どもたちの通学の交通安全指
導をしていただいています。これが通学路の要所要所
を結ぶ「線の警戒」です。そしてさらに見守り隊の皆
様がそれぞれの服装で，見守り隊のジャンパー，たすき，
腕章，帽子などを着用し，子どもたちの見守り活動を
していただいています。
　「こども110番のいえ」，子ども安全の家などが各所に
配置され，監視の目が町のいたるところに張り巡らさ

れていると思います。これが「面の警戒」です。
　この点と線と面の警戒が一体となって協力し，連携
し，さらには拡大強化されることが学区内の安心安全
を確保する上でもっとも大切なことと考えています。
　次に本日のテーマの二つ目のキーワードは，私たち
スクールガード・リーダーが具体的にどのような着眼
でどのようなことを実施しているのかを申し上げます。
犯罪は「人」と「場所」と「チャンス」，この3つの条
件が整ったときに起こると言われています。私は犯罪
の被害や児童達の危険が及ぶようなことを防ぐ視点か
ら，一つは「人，すなわち不審者がいないかどうか」，
二つ目は「人目につきにくく死角となる場所がどこに
あるか，どうした状況にあるか」，三つ目は「犯行の
チャンスを与えない，見せない，つくらないというこ
と」をチェックすることがスクールガードにつながる
と思っています。これを念頭において巡回しています。
　まず，「人」についてです。一見して町の人ではない，
日ごろ見かけない，様子が変な人を見かけたときに，
私は気軽に「おはようございます。こんにちは。」と声
を掛けるようにしています。犯罪常習者は声を掛けら
れると今日はゲンが悪いと犯行を思い留まると言って
います。これが犯罪者の心理です。ちょっと様子が変
な人についての事例を紹介します。先日，このような
ことがあります。初冬の朝，7時過ぎ，ある公園のベン
チに中年の男性が座っていました。この公園は子ども
たちが集団登校で集まってくる場所です。この時は7時
過ぎなので子どもたちの姿はありませんでした。私は
公園の入り口に自転車を止めてその男性に近づきまし
た。その人はそっとかばんの影に物を隠すような様子
が見えました。それは缶ビールでした。私は男性の隣
りに座り，「朝から缶ビールですか ?」と声を掛けます
と，彼は「私は警備保障会社のガードマンのアルバイ
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トをしており，夜勤明けで家に帰る途中ですが，のど
が渇いたのでビールを飲んでいます。」と答えてくれま
した。話を聞くと納得できたので「お疲れさまでした。
早く帰宅してゆっくりとおやすみください。」と申しま
すと，お礼をいって帰っていきました。
　二つ目の「場所」ですが，まちには至る所に公園，
公衆トイレ，空き地，駅，神社仏閣などがあります。
私はパトロール中には必ずこのような場所に立ち寄り，
タバコの吸い殻が放置されていないか，ゴミが散乱し
ていないか，変わった様子がないかを確認をし，○○
公園，何時何分立ち寄り，異常なしとメモしています。
ある時，公園のベンチに子どもたちには見せたくない
写真の載った雑誌が放置されていました。すぐに回収
して廃棄しました。
　三つ目の「チャンス」ですが，公園や神社の境内，
裏通りなど地域住民の皆さんの目にふれにくい場所に
壊された自転車やバイクが放置されています。これら
は若者や浮浪者がたむろする場所となり，まちの死角
となりやすい場所なので，放置車両の撤去を関係機関
に通報するようにしています。まちの中の住環境をよ
くして，住民の目，監視の目を増やすことが犯罪の機
会を抑制することにつながると考えています。
　それでは実際に巡回パトロールをどのように実施し
ているのかですが，私のパトロールは「点の警戒」な
ので，できるだけ多くの人に遠くから見える警戒，見
せる警戒，目立つ警戒を心掛けています。朝の登校時
は外周から学校周辺に重点を置いています。子どもた
ちが朝，登校するときは集団登校で集まってくる公園
やマンション，街角の広場などを事前に巡回し，異常
がないことを確認して徐々に学校周辺へと警戒網を縮
めています。下校時は，学校の周辺から外周へとパト
ロールの範囲を広げていくようにしています。またい
つも同じコースにならないように，時には逆コースで
巡回し，表の通学路から一歩入った裏通りに重点を置
いたパトロールをするようにしています。
　最後に，スクールガード・リーダーの活動を通して
感じたことです。
　一つ目は，登校時下校時の子どもたちとの挨拶運動
を積極的に推進しています。登下校時に会って，元気
の良い挨拶を交わせたら，また，にっこりと笑顔を見
せてくれたら，パトロールの疲れも忘れて元気がわい
てきます。ある時，坂道で私が自転車を押してパトロー
ルをしていると，数人の子どもたちが自転車の前に立
ち止まって，前カゴに付けているプレートを読み，「お
じさんはどうしてパトロールをしているの？」と聞い

てきました。なんとなく自分たちのためにパトロール
をしてくれているのはわかっているようでしたが，何
か釈然としない様子でした。私が勤めていた仕事が終
わって，時間がたくさんできたのでパトロールをさせ
てもらっていると言うと，「ふうん」というように言っ
ておりました。次の日に出会ったら，子どもたちが大
きな声で「ご苦労さんです！」と挨拶をしてくれました。
私の存在をちゃんと理解してくれたのだとわかり，と
ても感動しました。
　二つ目は，安心安全パトロールの理解と支援を得る
ための地域住民の皆さんへの働きかけに努めています。
朝，犬の散歩をしている方，家の前を掃除している方，
公園で休憩をされている方，またゲートボールやグラ
ウンドゴルフをしている高齢者の皆さん，そうした方々
に声を掛けて，安心安全の実務者として地域の方々に
協力のお願いを呼びかけています。
　最近の犯罪を見ていると，お気づきと思いますが，
犯罪の動機原因が不明，無差別，通り魔的，理由なき
犯罪が多発していると思います。だれでもよかった，
人を殺してみたかった，などのうそぶく犯罪者。まさ
に安全神話が崩壊し，憂慮に耐えない実状にあると思
います。このような現状を前に，子どもを犯罪から守
るために一人ひとりの力は小さいけれども，その力を
結集して，地域の力に高めていけば，大きな力になる
と信じ，地域における信頼と絆を深め，子どもたちの
安全安心を守るために及ばずながら精一杯の努力を続
けていきたいと思っています。どうか今後も皆様方の
ご指導，ご支援をお願いして，私の活動報告を終わり
ます。ありがとうございました。
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「地域防犯活動と子ども安全」
京都府警察本部犯罪抑止対策室　室長補佐　野　村　幸　雄

　京都府警察本部犯罪抑止対策室の野村です。今日は
地域防犯活動と子どもの安全というテーマでお話いた
します。この話をいただいたのは8月頃でして，9月の終
わりから5カ月間，研修として東京へ行っていました。
　テーマに入る前に，みなさんの意識調査をしたいと
思います。
　一つ目，車に乗るときは事故防止に気を付け，万が
一に供えて任意保険に加入しているという方は挙手く
ださい。非常にいいですね。
　二つ目，火災予防のため，万一に備えて火災保険に
入っている方。万一の災害に備えて災害用品を家に準
備している方，少し減りましたね。
　最後です。普段から被害者にならないようになんら
かの防犯対策をしている方，かなりまばらになってき
ましたね。ありがとうございます。
　もう一つ，この中で自分は車，自転車などで交通事
故を起こすかもしれないと日々，思っておられる方は？
おられますね。それでは自分は犯罪を犯すかもしれな
いと思っておられる方，そんな方はおられませんよね。
　冒頭に質問いたしましたが，自分のまわりに密着す
ることに関してはみなさんの意識は高いです。交通事
故，火災については意識が高いが，たまにしかこない，
ほとんど来ないであろう災害，防犯に意識が薄れてき
ています。実は犯罪はほとんどが故意，やってやろう
という思いで起こります。交通事故や火災はだれもが
最初から起こそうと思っている人はいません。しかし
なぜ意識が高いかと言えば，ついうっかりと事故を起
こすかもしれない，万が一火災を起こすかもしれない
と，万が一に備えています。火事でもうっかりで起こ
すと失火罪が適用されて一種の犯罪行為になります。
起こしてしまったことに対する損害賠償，弁償をしな
ければなりませんから，万が一に備えて保険でなんと

かして相手に謝罪をしていこうという形で意識が高ま
ります。
　防犯や災害については，自分が加害者になる意識は
ほとんど想定できません。なので万が一に備える意識
が低くて，なかなかやろうと思っても何をしたらいい
のかわからないのが実状です。今日のテーマで防犯や
子どもの安全対策とありますが，ここの中でいちばん
の重要は「意識」を持つことです。キーワードとして「意
識」を持つということを持ち帰っていただければ私の
話は99％成功かなと思います。いろいろ準備してきた
話の内容を，先輩の大槻さんに言われてしまったので
ダブルと思いますが，視点を変えた話を聞いてくださ
い。
　今日の話は4点に分けてお話しします。一つ目は京都
府内の犯罪発生状況，二つ目は京都市内の声かけ事案
の発生状況，地域防犯活動の在り方，子どもの安全対
策と4つについては話をしていきます。
　京都府内の犯罪発生状況としてグラフを出していま
すが，年々，減少化しています。京都府内においては
平成14年がピーク，京都市内は16年がピークで，グラ
フのとおりです。急激な増加に転じる平成12年頃の犯
罪の発生件数ということで，去年は年間で53,000件の発
生となっています。減少の理由はいろんな要因がある
と思いますが，私見としては一つは皆さん方多くの地
域の方々が，自分たちのまちは自分たちで守らなけれ
ばならないと，防犯意識が高まりました。子どもに対
するいろんな犯罪があり，子どもを守ろうとすること
がまちの防犯力を高め，不審者を近づけない，犯罪者
を近づけないということ，警察など自治体がいろんな
ことをやってきたことがうまく融合されてこういう結
果になったと思います。京都府内の犯罪発生件数の7割
が京都市内で起きています。人口でいうと，京都府内
は260万人，京都市内は約150万人弱で，この比率でい
くと50数％が京都市内での犯罪発生が普通なのですが，
それを超えて7割が京都市内であったということ。人
口密集でも違いますが，これが昨年は60数％まで下が
りました。全体的に京都市内の治安がよくなったのか
と思います。これも皆様の地道な活動が徐々に表れて
きた結果ではないかと思います。2本の直線のラインを
示している黄色と水色は，グラフの傾向から見た今後
の予測線をコンピュータで計算させています。京都府
内も京都市内もいずれも増加，右上がりの形を示して
います。これは最初に急激な増加が見られたのでこの
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ような形を予測しています。だんだん減少化というこ
とですが，これは手をゆるめると直線が示す通り，3年
後の平成23年頃にはピーク時を迎えていた京都府内の
65000件の数字でしたが，これをはるかに超えてしまう
犯罪が発生しますということをコンピュータは予測し
ています。ですから，こんなことをいつまで続けるの
かなと，見守り活動では何も起こらないからもういい
のではないですかという声を聞いたことがありますが，
みなさんが表に出ておられることが抑止効果となって
いるので，引き続き，活動をお願いしたいと思います。
　次の声かけ事案ですが，白黒の資料を急遽入れさせ
ていただきました。警察では平成12年から声かけ事案
として集計を始めました。当初は小学生以下を対象に
していましたが，平成16年以降は中学生にも対象とし
て，数値をカウントしています。昨年は283件というこ
とで，18年に比べると69件の減少となっています。15年
から16年でグラフの棒線が上がっているのは，中学生
がカウントされているためです。発生件数のうち，60
数％が小学生なので数字的に見れば，それほど急激に
は増えていないのかと思います。これはまったくの私
見ですが，数字が増えているから悪いとか，減ってい
るからいいというふうに，いわゆる犯罪の統計とは区
別する方がいいかと思います。つまり今学校や警察が
防犯教室を行っています。皆さんもいろんな所で聞か
れていると思いますが，「いかのおすし」，ついていか
ない，大声を出す，子どもには説明をしています。そ
ういったことが徹底してきたおかげで，子どもは声を
掛けられた，おかしな行動をしている人を見かけたら
きちんと親に話をしたり，学校の先生に話をしたりし
ます。それを今までこんなことを言っても仕方がない
な，見間違いではと大人の段階で止まっていたことが，
きちんと学校にも，警察にも伝わってきた結果が数字
になってきているので，これは単に減ってきているか
ら不審者，変質者はいっぱいいると判断するより，子
どもがしっかりと言いつけを守って，大人もやるべき
ことをやった結果としての表れと見るほうがいいと思
います。
　実際，分析しますと，月別の発生状況で18年度19年
度の数値を合算したものですが，2月が一番多く発生し
ています。1，2，5，7月が他の月よりも多いというのが特
徴です。また春休みの3月と夏休みの8月は少ないです。
数値的に見ると，1月，2月，5月，7月，10月は要注意の月と
なります。続いて曜日別ですが，これも18，19年度の合
算ですが，これは学校のない土日は少ないです。月曜
日から金曜日までほぼ均一的に発生しています。時間
帯としては特に登下校時に発生しています。8時台，14時
台から一旦家に戻って，それから遊びに行き，帰りの
時間を含めた18時台が非常に多いことで，このあたり
を注意していただくことになります。

　実際に声かけ事案として，どのような行動をしてい
たかということですが，時間帯としては登下校時，下
校中，帰宅中，または登校中，遊びの帰りなどです。
一番多いのが学校の行き帰りが全体の7割を占めている
のが，当然ですが特徴です。登下校の通学路の活動は
非常に有効だということになります。
　続いて地域防犯活動の在り方ですが，非常に難し
く，地域安全活動とは警察が定義づけていることです
が，安全で住みよい地域社会を実現するために，生活
に危険を及ぼす犯罪，事故，災害の被害を未然に防止
する活動としています。平成5年に警察の中の組織が変
わったことから，これまでは防犯という言葉を使って
いましたが，これが地域安全といい換え，現在では地
域安全活動と警察ではよんでいます。これら活動すべ
ての基本的な考え方としては，これは何度も皆様にお
話ししていることですが，地域住民の方と警察，自治
体，企業も社会活動の取組をされているので，そういっ
たところが連携をして手をとって活動を続けることが
重要です。それから警察に課せられた責務があります。
それは唯一，犯人を捕まえる機能を有しているのは警
察なので，地域住民と警察，自治体，企業が予防策でしっ
かりとスクラムを組む，その中で警察にしか与えられ
ていない権限，犯人逮捕をきっちりとこなしていけば，
安心安全なまちにつながるというのが，地域安全防犯
活動の基本的な考えです。
　そして，これを進めていく上で，一番重要になるの
は皆様が取り組んでおられるボランティア活動です。
これについて警察はほとんど素人です。最初に防犯の
プロとご紹介いただきましたが，私が思うのは，防犯
のプロは皆様ではないかと思います。それを側面から
支援するのが警察の役目であり，防犯に対する本当の
プロ，自分で自分を守っていかなければならない，自
分のまちを守っていかなければならないことは皆様自
身がご存じのところで，私自身からすれば皆様がプロ
であると考え，皆様からいろんなご意見を聞いたり，
いろんなことを教えられて警察は活動を進めていくの
だと思っています。
　ではボランティア活動とはということですが，だれ
もが人間らしく豊かに暮らしていける社会を目指し，
身近なところでできることを自ら進んで活動すること
と，ある本にありました。自ら進んで活動することな
ので，決して強要されることではありません。あなた
はなぜ出てこないのだ，みんながやっているのに，で
はなく，それぞれに皆様には事情があるので，活動の
中で，自分ができる時間帯や曜日に合わせて参加して
いただくことが，本来のボランティアの精神ではない
かと思います。またついつい何かに取り組むと成果を
求めてしまいます。このような活動をしたからこのよ
うな結果が出たと言うことを，どうしても求めてしま
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います。それは目標ですからそれがないと活動は成り
立ちませんが，ついついそこを追求してしまいます。
しかし，安全というのは1カ月やったから，1年やったか
らといってすぐに目で見える安全はないと思います。
成果ではないのですが，皆様が期待できる，味わえる
のは，表に出て登下校を見守る中で，子どもからあり
がとう，おはようなどの言葉のキャッチボールができ
ることが本当の成果ではないかと思うのです。そのた
めに，このような本来の成果を味わっていただくため
に，決して警察のように権限をもって活動されている
わけではありませんので，危ないことや無理なことは
決してしていただくことはないのです。少し体調が良
くないときは休んでいただき，自分の体調管理をしな
がら，危ないことなく，気長に気楽にというのが続け
る一番の近道だと。このあたりのボランティア活動と
は，ということを心の中で理解されていると思います
が，きちっと活動に従事される方が心得ておられるこ
とが必要なのかと思います。
　具体的な活動ですが，大槻さんの話にもありました
が，代表的なこととして，防犯パトロールや見守り活
動です。この見守り活動にはいろんな活動を拝見して
いて少し誤解されているかなと思う点があります。定
点で子どもを見守っておられる警戒活動ですが，これ
も広い意味で防犯パトロールです。自分の家を出て，
自分が立つ位置に行くまでもすでに見守り活動の一つ
です。そこまで行く間はパトロール，子どもが通る間
はその周辺で異常がないか見ていただき，終わった後
は帰宅するまでがパトロールとなりますので，防犯パ
トロールという意識をしていただくほうがよいかと考
えます。そうしないと，そこの場所に立つことに意義
があると思っていただくと，効果がないと思うのです。
家を出てから帰って来るまでが見守り活動であると，
子どもだけを見守るのではなく，子どもに何か起こら
ないように周辺を見るのが見守る活動です。最初にい
ろんな見守り活動の団体ができて，多くの人が街頭に
立っていただき，そこでいろんな議論がありました。
子どもを監視することになるのではないかと。それは
子どもの姿だけを追うから監視につながるのです。そ

うではなく，子どもが歩いている場所を見るのが見守
り活動であり，そこに子どもが入ってきた時は子ども
も含めてまわりを見まわすことが本当の意味での見守
り活動だと思いますので，そのあたりの意識をもって
いただければと思います。
　その他，啓発活動，美化活動もあげておりますが，
防犯パトロールをしている中でいろんな地域の情報や，
感じたことがあると思います。それをまとめていただ
き，地域の方や学校，子どもたちにわかるように安全
情報として流していただくことも一つのボランティア
活動です。美化活動は，なぜまちの清掃が防犯になる
のかということですが，先ほど落書きの話やゴミの話
がありましたが，それらが放置されているところは住
み難く，通りたくなく，遊びたくもないです。そうい
うところを一つでも除去することで，遊びやすい，通
りやすい，住みやすいまちになるので，これらもれっ
きとした防犯活動なのです。ある大学生が，大学の回
りにとても自転車が多く，周辺住宅から苦情が出て，
自転車の整備活動に取り組みました。交通のためにやっ
たと大学生達は認識していましたが，それをすること
で歩行者と車の距離が保てて，交通事故防止にもなり，
また引ったくりなどの防犯につながりました。交通の
事故防止だけではないですよと助言し，それなら引き
続き活動を続けますといってくれました。
　今の話をばらばらに，例えばパトロールだけします，
見守り活動だけします，美化活動だけしますとそれぞ
れがやると何も効果が上がりません。互いに密接な関
係にありますので，こういうのがうまく連動すると地
域の防犯力がアップし，知らぬ間に犯罪の起きにくい
まちになるのではないかと思っています。
　次に犯罪に強い3つの要素ですが，大槻さんの話にも
ありました点，線，面に近いものですが，過去に講師
が来られた横矢先生の話にもあったかもしれませんが，
犯罪に強い要素があるということです。一つ質問です
が，犯罪とは？といわれたら，どんなことですかと聞
くと，すぐになかなか回答が出ませんが，つまり特定
の人が犯罪を犯そうという人が，特定の場所で犯した
刑罰（暴行，傷害，殺人など）に触れるような行為を
犯罪といいますが，減らすには特定の人，場所，どち
らかを減らしたらいいのです。しかし，それはどちら
も不可能です。それならどちらかに重点を絞って行え
ば犯罪は減るのではないかと議論されています。京都
府民260万人いるということは，260万の考え方や行動が
あります。年間，何万人という犯罪者を検挙していま
すが，これだけでも何万人という行動の特性や考え方
があるので，すごい幾何学的な数字の対策をとらなけ
ればなかなか人に向けてできません。しかしいろんな
場所，シチュエーションは異なります。しかし犯罪が
起こっている場所はいくつか共通点があるのです。い
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わゆる防犯環境設計と言われています。要は町並みを
整備しましようということで，いろいろな取組をして
いこうというものです。これが定着したら犯罪を防げ
る，あるいは犯罪を犯そうとするチャンスを奪うこと
になります。どのようなことがあるかというのが3つあ
ります。抵抗性，領域性，監視性を高めると防犯力がアッ
プします。それに伴いいろんな取組がなされています。
実際に，皆様も知らぬ間にこのような中味のことをさ
れています。生活の一部としてされているのです。難
しいことではありません。
　抵抗性ですが，これは犯罪者から襲われたときにそ
れをはね返す力のことです。簡単なことですが，玄関
や自転車には複数の鍵をつけること。要は空き巣の犯
人が窓を割って入ってきますが，割られないように防
犯フィルムを貼るなど，また引ったくり防止に前カゴ
にネットを付ける，歩くときにバッグを車道側に持つ
と取られるので歩道側に持ち替る，防犯ブザーを見え
るように携行すること，護身術として襲われたときに
はね返すことなどです。ここで必要なものとして，管
理意識，防犯意識です。常に被害に遭うかもしれない
という意識がないと，いくら自転車に鍵を2つつけても
その鍵をかけないと取られますし，防犯ブザーも電池
が切れていて使えなければ意味がありません。防犯へ
の意識を持ち続けることが難しいですが必要です。
　領域性ですが，犯罪者の最終的な目的，例えば家や
個人に向かってくるので，そこに近づけないようにす
ることです。例えば，主に道路交通の世界ですが，歩
道と車道をきちんと区別し，ガードレールを整備して
いるとこういうところでは人と車の事故が起こりませ
ん。こういうことで歩道をバイクが走ってくる確率は
低いです。つまり引ったくりの率が低くなるので歩行
者にとっては安全であること，バリアであるというこ
とです。また女性の痴漢防止ですが，電車には時間限
定ですが，女性専用車両があり，そこでは痴漢に遭う
率はありません。広いところに家を建てるといろんな
ところから入られやすいですが，それを防ぐために壁
を建てたり，そんなことで容易に近づけないようにし
ます。
　また，よそ者に対して声を掛けることです。つまり
自分たちの地域をパトロールして知らない人がいたら
声を掛けること。これによってゲンが悪いとなり，犯
罪を犯そうとする人を追い返すことにつながります。
これが領域性であり，これらは皆様も知らない間に活
用されたり，活動されていたりすると思います。これ
が学術的には領域性といいます。
　「何ですか？」とバリアを張る，なわばり意識を持っ
ていただくことが大切なのです。自分の地域には犯罪
を犯そうとする人は入れないと言う意識です。ここで
言う「よそ者」とは犯罪を犯そうとしている人です。

それはわかりやすく言うと地域への愛着心です。どう
でもいいと思っている地域や住まいにはそんな思いは
働きません。自分の住むまちはいいまちだと思うこと
から，このようなことにつながるのではないかと考え
ます。
　最後の監視性ですが，バリアの話をしましたが，す
でに中に入った，どこからか侵入されていた場合にど
うするかということですが，そういった行動を把握す
る力です。まわりからその場所を見えやすくすること
です。壁で囲いますが，昔の戦国時代のお城はかなり
高い城壁で簡単に城主に近づけないように工夫されて
おり，とても領域性の高いところに居るようにされて
いました。しかしその壁がすごく高いといったん侵入
されると，その行動は把握しにくくなります。そこで
外部からも内部からも見えやすくすることです。コン
クリートの壁よりもフェンスなら外からも中からも見
えやすくなります。それは外から見えるじゃないかと
いわれますので，植栽など要所要所にしていただきプ
ライバシーも守りながら対応していただく。どうして
も死角があります。そういう部分をどうするかですが，
防犯カメラをつけたり，センサーライトをつけて灯り
をつけるとだれかが居ることがわかります。それと防
犯パトロールをすることで，普段見かけない人を発見
することにつながります。これに必要なことは当事者
意識です。活動される方にいいましたが，よそでばか
りで発生して，うちでは発生しないと，必要性がある
のかと思ってしまいます。しかしいつかは自分の所で
も起こるかもしれない，いつかは被害者になるかもし
れないという意識を持っていただくことが大切です。
　要は子どもだけを見るのではありません。子どもが
いるまわりも併せて見ることが重要です。そして互い
に言葉を交わす。子どもだけと挨拶を交わしていても
意味がないのです。私は上賀茂に住んでいて本部まで
自転車で通っていたとき，子どもの見守り隊が盛り上
がっていた時だったので，信号の所に立っておられた
見守り隊の方に「おはようございます」と言っていた
のですが，大人に対してはなかなか返答をしてくれま
せんでした。それを毎日続けていると，向こうから挨
拶をしてくれるようになりました。まずは子どもだけ
でなく，その場所にいる人すべてに活動を見せること
と，どんな人がそこにいるのか把握することが大切であ
り，それが監視性として犯罪を起こさせないことにつな
がります。子どもだけに声をかけておられる方は明日か
ら出勤で通られる大人にもぜひ声をかけてください。
　いわゆる抵抗性，領域性，監視性の最後の説明です
が，犯罪をしようとする人がいました，これはバリア
を張って近づけないようにします，これは家と地域全
体で，町内全体，学区全体で取り組みます，その一つ
が見守り隊や防犯パトロールであり，それでも防げな
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い時は監視性としてみんなの目で見ておかしな行動を
させないようにしようと犯罪を防ぐ，それでも近づい
てきたら最後は抵抗性として個人の力ではね返しても
らう努力をしていただかないとだめだということです。
子どもも防犯ベルを持たせていますが，いざというと
きに使えるようにさせておくことが重要です。
　警察も大いに反省すべき点ですが，予防策として警
察は今まで対象を個人や家などでした。抵抗性の部分
の教育をしていました。しかしこれは意識が高まって
いないので，今後は外周の監視性や領域性についてみ
なさんに意識を持っていただくような取組もして，防
犯教室なども順次行うようにしていますので，機会が
あれば参加いただき，講師としても声をかけていただ
ければありがたいです。
　最後に子どもの安全対策，これが本日のメインです
が，不審者という言葉がよく出てきますが，どんな人か，
ということを明確に言える方はおられますか？　たぶ
ん無理です。不審者は外見的にはわかりづらいですし，
不審者という用語を使っているのは唯一，警察ぐらい
でした。それが全般的に地域社会に広がってしまった
のですが，例えば子どもたちや大人に聞くとこんな感
じかなと返ってきます。これも警察の悪いところで，
いろんな銀行強盗の訓練や学校で不審者対応訓練など
の時に，その時の犯人役は必ずこんな服装なので，こ
れがそのままイメージとして伝わってしまっているの
かもしれません。黒い服，黒い帽子，サングラス，マ
スク。皆様，こんな服装の方を第一の条件として子ど
もは認識しているのかなと思いますが，この辺も変え
ていかなければならないと思っています。なぜなら実
際に私どものほうで，携帯を利用した子ども安全情報
として，声かけ事案が発生したら流していますが，こ
んな黒い服，黒い帽子，サングラスにマスクの人物な
んてほとんどないのです。やはり時期的にこんな黒い
服は多いです。帽子もありますが，ぱっと考えたら皆
さん，黒っぽい服を着て，帽子をかぶってマスクして，
という人たちがちょっとまわりで捜し物をしていると
不審者と思われてしまいます。不審者という考え方も
警察も変えていかなければならない時期にきています。
　次に危険な場所，犯罪が起こりやすい場所とはとい
うことですが，入りやすい場所，というのは当然，逃
げやすい場所ですから，こういう場所は要注意の所で
す。なおかつ見えにくい，周りから死角になるところ
では犯罪が起こりやすいですよということです。逆に
安全な場所は，入りにくい場所です。しっかりガード
マンが警備し，出入りをチェックしているところや，
中からも外からも見えやすいところは注目されるので
やはり犯罪は起きにくいです。
　不審者とは黒服，黒帽子，マスクにサングラスと当
然子どもの中には知らない人というのが入っているの

で，子どもに教えるなら，特に危険な場所の方です。
子どもたちが地域安全マップなどをつくっています。
不審者というのはダメなので，知らない人から「何か
をあげる」，「お菓子をあげる」，「ゲームを買ってあげ
るから，来ないか」というようなことを言われたら，
すぐに逃げなさいと，具体的に説明する時期に来てい
ると思います。
　声かけ事案の表がお手元にあると思いますが，その
中で月別の発生状況を見ていただくと，1月2月が多い，8
月の夏が少ないと言いましたが，今の不審者の話です
が，寒い時期，1月，2月の風邪や花粉症対策でマスク，
黒服の方がとても多いです。すべてを備えているので
はなく，マスクの人，黒服の人は多いです。3月は子ど
もが入れ替わります。学校でいろんな新しい子どもた
ちにいろんな注意事項をします。それが効果が現れる
のが4月5月と増えてきて，落ちついてきて減少し，夏
休みに入ってがくんと下がり，2学期になってまた気を
付けましょうねと意識が高まってそういう人たちに目
がいくのかなと見ています。ですから悪い不審者のイ
メージがこういった形で反映されていることが多くあ
るのではないかと。被害状況を見ると，地域の人が本
当によかれと思って声を掛けたのではないかと思うこ
とが多々あると思います。声掛け行為の半数が犯罪行
為なのです。肩をたたかれた，頭を叩かれた，スカー
トをまくられて，触られた，猥褻露出などが半数なので，
あとは声を掛けられたり，立っているところを見てお
かしな人だと通報されています。このあたりを子ども
に明確に判断しろというのは無理なので，ここは大人
がきちんと今後は教えていく時期にきていると思うの
で，具体的にこういう場所で，こういうことを言われ
たり，されたりしたら，逃げなさいということが必要
だと考えます。簡単に言っていますが，難しいことです。
しかし地道に取り組んでいかなければなりません。
　では実際に犯罪現場を見て説明をします。これは未
解決の精華大学生が殺害された現場周辺の写真です。
見た目はとても見通しのいい所です。今は事件後に建
築ということで，家などが建っていますが，当時は何
もなく，ほぼ畑でした。なぜこんなところで事件が起
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きたのか。実際に危ない場所か，安全な場所か。歩道
は区分されています。ですから車を使った犯罪者から
は狙われにくい場所です。歩行者の領域性は守られて
います。しかし犯罪を犯そうとする者が歩行者や自転
車に乗った者だと注意しなくてはならない場所となり
ます。2点目は要は注意力の話です。車が通る場所です
が，明確に確保されていることで，車の運転手の注意
力は，歩道からいきなり出てくるというのはあまり想
定していません。ですから前方の車や対向車に注意が
注がれます。まわりにある物には注意力が，見てはい
ても注ぎにくいのです。当時は周囲は建物がありませ
んでした。夕方の暗い時間帯で，人も車も少なかった
場所で，見通しがよいのですが，視認性が悪かったの
です。空いている所は空き地，畑，なのでまわりに何
もない，道路が1本通っているだけです。歩行者や自転
車は入りやすい場所です。周辺に民家が少なく，人通
りや走行車両も少ないので，視認性の悪い場所です。
見えにくく，入りやすく，心理的にも見えにくい場所
だったので犯罪が発生しやすい場所と言えます。後か
らこじつけたようになりますが，こういうところが至
る所にあります。100％改善は無理なので，こういうと
ころに差し掛かったときは注意しなければなりません。
どこが危険でどこが安全かをしっかりと把握する必要
があります。マップづくりでも子どもの目線でとあり
ます。子どもの目の高さで見ることも確かに必要です
が，子どもが見ても大人が見ても確かに危ない場所は，
入りやすく見えにくい場所なので，これをしっかりと
把握する必要があります。
　次に似たような場所ですが，状況はこのようになっ
ています。歩車道が区別され，中央分離帯もある場所
です。歩行者の領域性は高いです。車両の利用の集中
力は車に向けられがちです。周囲に建て物はあります
が，離れています。ですから見ようとしても何かわか
らないのが実状です。この場所も入りやすくて，心理
的に見えているが見えない場所です。危ない。実際に
この場所周辺では複数回の声掛け事件や痴漢などの被
害が発生しています。ここで発生するのではなく，こ
ういうところで発生しやすいということです。すべて
がここで発生するわけではありません。
　次の場所はいかがですか？一般道路です，人も車も
自由に出入りできます。こちらは畑です。大きな植栽
があり，道路と中の建物側がまったく区切られて見え
ていません。中からも外からも見えにくいです。実際
にここでも複数回の声掛けが発生しました。通行車両
の多い通りから少し入ったところで，幹線道路から普
通の住宅道に入ると人も車も量が変わります。それだ
けでも監視の行き届きにくい場所であり，そこで遮蔽
物があるかないかです。これも現場の周辺ですが，こ
こは歩車道の区別はありません。歩行者も車両も自由

に入りやすい場所です。ここは他の場所と異なり，両
サイドに家があります。安全と思われますが，よく見
るとほぼ窓はありますが，壁で，敷地内に車が止まっ
ています。ですから犯罪を犯そうとする者にとって絶
好の隠れ場所となり，こちら側の住宅は，玄関の前に
昔ながらの壁がずっとつながっています。壁が邪魔を
してまわりが見えにくく，結果的に道路の様子を両サ
イドにある家から見ることができません。トンネル状
態です。道がぼんとあって，まわりになにもなくて，
そこに入らないと見えない場所。非常に場所的には危
ないところです。これも調べると複数回，この近辺で
声掛けがありました。しかし本当に声掛けだったのか，
近所の人が言ったのか，犯人探しのようにできません
ので確実ではありません。
　次に児童公園です。この場所はどうですか？　中か
ら見た光景です。この場所も一見安全そうですが，道
路とフェンスが区画され，出入口にポールがあり，物
理的には車などは入りにくいです。特に児童公園とい
うことではなかったので，地域の憩いの場なので，大
人も入りやすく，子ども専用の公園なら大人がいると
おかしいなと思われますが，そういう公園ではないの
で入りやすいです。大きな木，今は冬なので枯れ木で
すが，春先，夏ごろになると茂ってくるので見にくく
なります。こちらは民家の塀で2メートルぐらい張り巡
らされて，非常に見にくいです。この公園内でも痴漢
が発生しています。西側も壁や植栽で区切られてトン
ネル状態です。入りやすくて見にくいので犯罪も起こ
りやすいということです。必ずこういう場所で犯罪が
起こるとは言えませんが，犯罪を起こす者にとっては
絶好の場所です。見られない場所，自分が入っていっ
て逃げやすくて見られにくい所で犯罪は起しやすいで
す。
　これは駐車場ですが，これもよくまちなかでみかけ
る光景です。出入口が開放されており，子どもたちも
入りやすいです。両サイドと突き当たりは壁です。窓
はありますが，人が常駐しているわけではありません
から，三方から見えにくく，車の影にひそむと車道か
らも見えにくい，入りやすい場所となります。犯罪が
起こりやすくなります。こういう所には防犯意識を働
かせていただきたいです。
　次に同じく駐車場ですが，フェンスがあり，一応格
子のドアがついており，こちらのほうが危ないと思わ
れますが，よく見ると防犯灯がついていたり，防犯カ
メラが設置され，設置中有の看板もあります。入りや
すい場所ですが，監視の目が届いていることで犯罪者
への威嚇を与えているので，物理的には入りやすいで
すが，心理的には入りにくいです。防犯カメラや防犯
灯を設置し，見えにくい部分をカバーしているので，
入りにくく見えやすい場所となります。つまり犯罪が
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起こりにくいといえるでしょう。
　ここはいかがでしょうか。犯罪が起こりやすい場所
となります。特徴は歩行者自転車が自由に出入りでき，
建物の外壁と植林で両サイドから見えません。トンネ
ル状態です。犯罪が起こりやすいですから要注意の場
所です。これも同様です。
　京都市内にはこのような，大通りを一歩入るとどこ
でも見かけるところが多く，子どもたちもこのような
ところを通っていると思います。ここが入りやすくて
見えにくい場所，安全か危険かをみると，一見安全そ
うに見えますが，定義に当てはめると歩車道の区別が
なく自由に出入りできる，つまり逃げやすい。人通り
が頻繁にあるところはそれほどないと思いますし，建
物は民家が建っていても外壁が高かったり，シャッター
などここに目が向けられないようになっています。つ
まりトンネルの状態をつくり出しています。ですから
入りやすくて見えにくい場所となり，犯罪が起こりや
すいとなります。そして昼と夜とでも様相が変わって
きます。ここは夜，街灯の照明もなく，引ったくり被
害が続発していた地域でもあります。こういった場所
がいっぱいまちなかには存在しています。これは子ど
もの目線で見ても見分けがつきません。ですから見守
り活動や防犯活動をしながら，大人が正しく理解して，
それを子どもにも伝えて共通認識としてこういう場所
は犯罪が起こりやすいから，場所で声掛け事案が起こ
りました，その犯人がここへ来てまた犯罪を犯すとい
う考え方ではなく，発生した場所はこういうところで，
そういった場所は事前に把握して，子どもにも注意し
ましょうと，そして見守り活動もそういうところに立っ
て，危険回避することが必要になってくると思います。
　これは京都市役所前ですが，警備員が立っておられ
ます。歩道と市役所の敷地を花壇で区画し，地下道へ
の壁は透明にされています。見渡しがよく，警備員は
防犯カメラと同様の働きをします。自由に出入りでき
ますが，警備員がおられて，詰め所があり，心理的に
は入りにくいです。外壁の代わりに花が植えられ，き
れいであれば関心があれば花に視線を向け，つまり中
にも向くということで見通しがよくなり，地下道への
壁も透明でそこに潜む人もわかります。入りにくくて
一見，殺伐とした空間ですが，実は入りにくくて見え
やすい工夫がたくさんされている場所です。ただ休み
の日になると，ここには常駐の警備員もなくなり，人
がたくさん集まってきます。こういう場所でも人が多
数になると，互いに干渉しあわなくなります。見えや
すい場所が，見えにくい場所にもなります。そういう
ときには注意を，意識を持っていただく必要がありま
す。
　地域防犯活動についてですが，進めていただく上で
必要なことは，それぞれの防犯対策が大切です。実際

にはなんらかの形でとっておられるのですが，それが
防犯対策という意識をされていないというだけです。
ですからそういう意識を高めていただき，これ以外に，
自分が住んでいる空間を整備したら，犯罪者が近寄っ
てこないので，今後はこのあたりをまち並み整備とし
ても力をいれていただければと思います。要は目の前
に空き缶が落ちている，ゴミが落ちている，それは行
政がすることだと，だれかが掃除するだろうというこ
とではなく，気付いた人が拾って片づけるということ
が第一です。それを大人がすることで，子どもはマネ
をします。
　防犯意識を高めるというと，個人のことばかりに集
中しましたが，地域のコミュニティ，結束力が一番必
要になってきますので，みなさんががっちりと手を組
んでいただき，自分たちが住んでいる地区，学区では
入りにくくて見えやすい，ガードもしてあり，中に入っ
てきたら地域のみんながみんなを見ている，おかしな
行動をする人には対してはすぐにわかる取組を，急に
はできませんので，少しずつそういう活動を拡げてい
ただくことが必要ではないかと思います。なんらかの
今後の活動の参考にしていただき，工夫を重ねて，自
分たちの地区にあった取組をぜひともしていただきた
いと思います。
　皆様方の活動に期待をしておりますし，皆様方の力
がないと警察も犯人逮捕はできません。今後とも活動
を充実させていただき，警察にしっかりしろという声
もあげていただければと思います。ありがとうござい
ました。
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（趣旨）
第�１条 子どもたちが安心して教育を受けられるよ

う，学校安全ボランティア（以下，「スクールガー
ド」という。）を活用するなど家庭や地域の関係
機関・団体と連携しながら地域ぐるみで学校安全
に取り組む体制を整備し，安全で安心できる学校
が確立される取組を行う。

（内容）
第�２条 前条に規定する取組を推進するため，京都

市教育委員会は専門的知識を有する退職警察官で
ある地域学校安全指導員（以下，「スクールガー
ド・リーダー」という。）を委嘱し，スクールガー
ドによる効果的・継続的な安全体制を確保する。

（申込・委嘱）
第�３条 スクールガード・リーダーとして申し込も

うとする者は，「地域ぐるみの学校安全体制整備
推進事業」スクールガード・リーダー申込用紙（第
1 号様式）に必要事項を記入のうえ，京都府警友
会に提出する。京都府警友会はスクールガード・
リーダーを京都市教育委員会事務局体育健康教育
室（以下，「事務局」という。）に推薦する。

２� 京都市教育委員会は，京都府警友会から推薦の
あった者に対して委嘱する。

（活動期間及び回数及び時間）
第�４条 スクールガード・リーダーの活動期間は，

委嘱を受けた日から当該年度末までとする。
２� スクールガード・リーダー活動日数は年間90 日

を上限とする。１週あたりの活動は2 日とし，原
則として1 日あたり2 校を巡回する。また，1 学校

（区）あたりの活動は，1 時間以上とする。ただし，
学校休業日（休日及び夏期休業等）については，
活動を行わない。

（活動範囲）
第�５条 小学校支部内にスクールガード・リーダー

を配置し，担当する学校を決定する
（活動内容）
第�６条 スクールガード・リーダーの活動内容は，

校区の巡回パトロール，登下校時のパトロールを
主とする。また，校長から自校の実情に応じたス
クールガードの取組について助言を求められた場
合は，学校をとおして専門的な考え方を助言する。

２� スクールガード・リーダーの活動中においては，
名札及び腕章（別紙1）を着用する。また，学校
に入るときは，名札及び腕章をつけ，職員室を訪

れる。
３� スクールガード・リーダーの活動終了時には，

巡回校区の該当学校管理者に状況等を報告する。
同時に，「スクールガード・リーダー活動報告書」

（第３号様式）に活動時間等を記入し，確認を受
ける。

（活動予定表）
第�７条 スクールガード・リーダーは前月の20 日ま

でに該当月の「スクールガード・リーダー活動予
定表」（第４号様式）を作成し，事務局に提出する。

２� 「スクールガード・リーダー活動予定表」から活
動日を変更した場合等は，速やかに事務局に報告
する。

（謝金）
第�８条 スクールガード・リーダーに関する活動の

謝金は，1 日あたり５，３２０円（交通費含む）と
する。支払方法については，銀行振込とする。

（活動中の事故等に対する補償）
第�９条 スクールガード・リーダーに関する活動従

事中に事故等が発生した場合には，京都市非常勤
職員公務災害等補償条例により補償を行う。

（スクールガード・リーダー連絡協議会の設置）
第�10条 京都市教育委員会は，事業の円滑な実施を

図るため，必要に応じて「スクールガード・リー
ダー連絡協議会」を開催する。開催に要する交通
費は支給しない。

（貸与物品の紛失）
第�11条 スクールガード・リーダーは職員証及び腕

章等を紛失した時は，速やかに紛失届（第２号様
式）を事務局に提出し，貸与物品の再交付を受け
る。なお，紛失物が見つかった場合は，速やかに
提出する。

（委嘱の取り消し）
第�12条 京都市教育委員会は，スクールガード・リー

ダーが活動を遂行することが困難であると認めた
ときは，委嘱を解除するとともに謝金及び貸与物
品について返納を求めることができる。

（補足）
第�13条 この要綱に定めるもののほか，地域学校安

全指導員の運用に関し必要な事項は，教育長が定
める。

附則
　この要綱は，平成18 年5 月1 日から実施する。

「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」
地域学校安全指導員実施要綱
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（第１号様式）

平成  年  月  日

京都市教育委員会

     教育長様

平成  年度

「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」

           スクールガード・リーダー申込用紙

 平成  年度の「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」に関するスクー

ルガード・リーダーとして，要綱に従い，下記のとおり申し込みます。

登 録 番 号
＊

（フリガナ）

氏   名                ○印

性

別
男 ・ 女

生 年 月 日      年     月     日   （   ）歳

住 所

電 話 （   ） （   ）

連

絡

先
ＦＡＸ

巡 回 小 学 校 名

 ＊の欄は記入しないでください。

（第 2 号様式）

平成  年  月  日

京都市教育委員会

教育長様

紛   失   届

担当支部名       支部

氏   名          ○印

 私は，スクールガード・リーダーの（認証名札・腕章・           ）

を紛失いたしましたのでお届けします。

 つきましては，（認証名札・腕章・           ）の再交付を希望

しますのでよろしくお願いいたします。

 なお，本届を提出後，（認証名札・腕章・           ）が見つか

った場合は，速やかに提出いたします。

校長名

月／日 曜日 主な活動内容・巡回校等 活動開始時間 活動終了時間 活動時間 学校確認印

／ 安全点検指導・巡回 ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

／ ： ： ：

リーダー名

　平成    年度スクールガード・リーダー活動報告書 　(学校名：　　　　　　　小学校)

＊１　スクールガード・リーダーが活動日等を記入しますので、確認印をお願いします。
＊２　毎月末，本紙のコピーを体育健康教育室　学校安全担当にご送付ください。
＊３　年度末には，本紙を体育健康教育室　学校安全担当にご送付ください。

(第3号様式)

月/日 曜日 主な活動内容・巡回校等 活動（午前） 活動（午後） 備考

/ 安全点検指導

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(第4号様式)

スクールガード・リーダー活動予定表（平成　　年　　月分）

巡回学校名

リーダー氏名
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＜別紙 1＞ 

 

認証名札（５５ｍｍ×９0ｍｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腕章（９０ｍｍ×４００ｍｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

京都市スクールガード・リーダー 

氏名 ○○○ ○○○ 

         京都市教育委員会   

 

京都市スクールガード・リーダー 
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平成１９年度　スクールガード・リーダー一覧表　

氏　　名 担　当　小　学　校　名

柴　田　　　武 上賀茂，紫竹，元町，鳳徳

岩　田　郁　司 鷹峯 , 待鳳，大宮，柊野，雲ヶ畑

高　本　　　晋 紫明，紫野，楽只，乾隆，翔鸞

大八木　清　一 衣笠，金閣，大将軍，柏野，中川

服　部　忠　道 西陣中央，仁和，正親，二条城北

徳　永　　　守 室町，新町，京極，御所南

田　代　　　隆 朱雀第一，朱雀第三，朱雀第七，光徳

堀　江　光　雄 朱雀第二，朱雀第四，朱雀第六，朱雀第八

池　渕　忠　一 高倉，洛央，錦林，新洞

城　　　武　三 六条院，崇仁，一橋，月輪，今熊野

植　田　博　之 梅小路，七条，西大路，七条第三，

船　山　　　修 九条弘道，九条塔南，南大内，唐橋，陶化，東和，山王

工　藤　博　三 上鳥羽，吉祥院，祥栄，祥豊，大藪，久世西

藤　崎　義　和 岩倉南，明徳，岩倉北，市原野，静原，鞍馬，花背

河　邉　和　彦 北白川，修学院，修学院第二，上高野，八瀬

小　山　憲　三 養正，養徳，下鴨，葵

大　野　寿　紀 陵ヶ岡，鏡山，安朱，音羽，西野，山階

粟　津　從　道 陵ヶ岡，鏡山，安朱，音羽，西野，山階

山　下　康　信 百々，山階南，音羽川，大塚，勧修，小野，大宅

岡　村　彌壽雄 嵯峨，広沢，嵐山，嵯峨野，高雄，宕陰

橋　村　憲　二 常磐野，宇多野，御室，花園，京北第一，京北第二，京北第三

平　野　　　昭 山ノ内，西院，葛野，西京極，西京極西

森　内　俊　嶽 梅津，梅津北，太秦，南太秦，安井

金　光　　　進 嵐山東，松尾，松陽，樫原，川岡

堀　　　　　勝 桂，桂川，桂徳，桂東，川岡東

島　田　隆　敬 大枝，桂坂，新林，境谷

森　園　秀　治 竹の里，上里，福西，大原野

大　槻　　　惇 藤ノ森，藤城，桃山，桃山東 , 桃山南

後　藤　悦　夫 北醍醐，醍醐西，醍醐，春日野，日野

木　部　京　一 池田，池田東，小栗栖，小栗栖宮山，石田，白川，新道，六原，清水，東山

池之上　征　雄 竹田，伏見住吉，伏見板橋，伏見南浜，向島南

早　馬　　　優 深草，向島，向島藤の木，向島二の丸，二の丸北

江　崎　豊　喜 神川，羽束師，久我の杜，下鳥羽，横大路

植　野　良　郷 稲荷，砂川，納所，明親，美豆

拝　師　正　義 第三錦林，第四錦林，大原，松ヶ崎

亀　澤　明　男 植柳，淳風，醒泉，洛中
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スクールガード・リーダー連絡協議会

１　これまでの活動を振り返って
○登下校歩行中の悪ふざけ等による転倒により，膝・

手のひら等の擦過傷の負傷事故の申告が５件ほど
あったので救急絆創膏を携帯することにした。（日赤
上級救助員の資格を受けたことがあるので次年度も
簡易絆創膏の携帯を続けたいと思っている。）

○ある校区で冬期に声かけの不審事案が発生した。冬
期の学校に近い交通量の多い交差点は，保護者の見
守りの配置が不十分となるため，声掛け事案が発生
した近くの交差点立番から交通量の多い交差点に場
所変更した直後の事案発生でした。学校から少し離
れた交差点が当初立番していた場所なので，事件発
生を聞いてから立番場所を元に戻した。我々の姿が
抑止力になっているのかその度合いは不明ですが，
この場所は立番が必要と考えた判断は間違っていな
かったと思っている。

○立番場所が中学校に近い場所では，中学生にも「お
はよう」等の声をかけることにしている。

　小学生より返事を返す子が多い。交差点の立番では
小学生だけでなく中学生や歩くのが遅い老人の誘導
等に当たることになっている。

○３月４日小学校で，子どもたちと先生から感謝の言
葉と花束をいただいた。言葉の中に「おはよう」の
ことばで力をもらったと書いてあり，声かけを続け，
遅刻の多い子どもの背中を押して教室に入れる等，
安心・安全の活動で子どものよりよい学校生活のた
めに少しでも応援したい。

○ある学校の正門前は登下校時通行禁止指定場所です
が，校長と話している中で通行禁止であるのに通行
車両が多いと相談を受けた。通行禁止標識の補助看
板が十数年以前の設置で脚は朽ち字が汚れていたの
で，新しい補助看板の設置を願った。午後の担当の

時は入口で交通誘導もしている。
○今年度，声かけ等の不審者が数件発生したが，児童

は安全に登下校できた。
○委嘱を受けて１年目は地理その他状況が把握できず

試行錯誤だったが，２年目に入り各校の教職員や児
童に制服とともに顔を覚えてもらい，他の見守り隊
や父兄等お互い和やかに会釈挨拶を交わし，楽しく
子どもたちの安全確保という使命のため業務を行い
所期の成果を上げた。特に学校側との協議の上，夏
季休業中プール付近の巡回検索に全力をあげた。そ
の結果この１年間に声かけ行為２件のみで犯罪の抑
止効果は十分あったと思う。

○スクールガード・リーダーの存在と活動を紹介する
文書を関係機関に配布したところ，皆さんから反響
があり理解を得た。

○ある学校においては，朝会時に校長より感謝の言葉
をいただき，さらに児童による感謝と励ましの手紙
もいただき感激を新たにした。

○一応無事故で終了できそうで，その点ほっとしてい
る。

○各校区の通学路や裏路地，公園を中心に見せるパト
ロールをしたが，時間外に声かけ事案再発防止のた
めに，かなり活動をしてきた。

○次第に「ご苦労様」の声が多くなったのが励みとなっ
た。

○地域の方々と顔見知りになれた。また，子どもたち
から「おはようございます」と声が返ってくるよう
になった。

○学校・地域との信頼関係が深まり情報交換ができた。
○学校・交番等と情報交換し，今後の活動に役立てたい。
○地域団体の協力者と連絡を取り，多くの人の理解を

得たい。
○児童に対して挨拶を行い，一人でも多くの子どもが

■第一回
1 　場所　:　総合教育センター　第2研修室
2 　日時　:　平成19年8月24日（金）　午前10時から12時まで
3 　内容　:　スクールガード・リーダー活動の充実に向けて（情報交換）

■第二回
1 　場所　:　総合教育センター　第1研修室
2 　日時　:　平成20年3月25日（火）　午前10時から11時30分まで
3 　内容　:　スクールガード・リーダー活動の充実に向けて（情報交換）
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挨拶できるようにしたい。
○各校とも地域住民の活動が活発になってきており，

できる限り地域の人と接触を深め，密度の濃い活動
の実現に努めたい。

○各校区において造成・建築工事が多く，通学路にも
影響が及んでいる。ＰＴＡ等の方々が見守っておら
れるが器具（横断旗等）が整っていないこともあり，
依頼して準備してもらっている。

○不審者の報告を子どもたちから親が受けて報告され
ているが，事案が拡大してさらに怖がっている状態
が見受けられる。

○通学路等における安全確保…担当校区内での声掛け
事案等は数件で，見守り組織との連携により前年に
続き減少した。

○啓発・助言活動…啓発活動（各種会議・避難訓練・
防犯教室・こども110番のいえラリー等）に出席・参
加し積極的に助言した。

○学校・地域行事（音楽祭・運動会・学芸会・親子キャ
ンプ・大文字登山・パレード等）に積極的に参加した。

○幸い担当校区内における児童を対象とする事件事故
の発生を防止することができた。

○各校区の少年補導委員を中心とした子ども見守り隊
の活動と連携し，成果を上げることができた。

○随時，受持交番に立ち寄り，児童対象の事案発生の
有無等情報収集に努めた。

○見守り隊・各種ボランティア組織の活動で，各校区
内の児童に対する声掛け事案等が以前と比較してか
なり減少している。また，児童が被害に遭う事案発
生もなく，成果が現れているように思料される。

○各学区により見守り隊の取り組み方に格差がある。
地域のことは地域の者で守るという防犯意識を持つ
ことが大切。

○校区ごとの地域・場所の重点対策により実態把握さ
れ，効果的で実効のある警戒が実施されたものと思

料された。（活動中における事件・事故の発生は聞き
及んでいない。）

○担当する各小学校ともＰＴＡ・地域住民の見守り活
動が昨年よりはるかに活発になり，多くの方が参加
され非常に力強く感じた。

○見守り隊・ＰＴＡの活動が鈍化傾向にあると思われ
ます。連帯・連携を深めて活動の活性化を図るべき
と思われる。

○おかげさまで事件等は発生しませんでした。やはり
巡回・警戒がいかに大切であるかを実感している。
犯罪者予備軍は必ず何処かに潜んでいる。そこで我々
が巡回して姿を見せることが不可欠だと思う。私は
学校に行く際必ず公園や団地等を巡回する。

○先生方とのコミュニケーションを取り情報を得るこ
とも大切なこと。このことで人間関係もでき，子ど
もたちも安心安全な通学ができると確信している。

○５校を担当しているが，１年間不心得者による事故
の発生がなく結果としてよかったと思うが，下校時
の警戒活動にはスクールガード・リーダーだけでは
だめで，保護者の更なる協力（外で見せる活動）を
進める必要を感じる。

○パトロール中の取扱事案…自転車二人乗り，バイク
自転車路上放置，公園ゴミ・タバコ散乱，仮眠・放浪・
独り言，猥褻雑誌放置等２８件

○パトロールを通じて地域との親密感が深まり，理解
者・協力者が増えた。

○行政（緑地管理センター）・警察の迅速な対応で，路
上放置バイク自転車が減少した。

○児童と親密な関係が深まり，私服の時でも出会った
際に手を振る等笑顔を見せてくれる。その結果，指
導や指示に素直に従う傾向が見られる。

○活動目的の安心安全の範囲が拡大して校外補導的活
動の役割を果たしている。

○大きな事件・事故の発生もなく保護者や地域の方か
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ら「安心です。心強いです。」との声を掛けていただ
き，活動が着実に浸透しているように思われる。

○５月から新校区の活動となり，事前に情報交換等を
実施した。

○徒歩と自転車の併用により通学路・危険場所等を重
点に活動したほか，きめ細かな路地裏活動にも努め
た。

○通学路等における交通事情，道路工事，建築工事，
劣化した看板等の撤去依頼等，情報提供と指導に努
めた。

○地域のボランティア，見守り活動の方々との安全情
報等の交換に努めた。

○秋からの活動のため，少し勝手が違ったかもしれな
い。自分なりに充実した活動にしたいと思っている。

○子どもたちに対する声かけ…反応は様々，地域住民
への声かけ…反応は上々，立番の見守り隊への対応
や交番，学校の教職員との情報交換を実施。

○我々スクールガード・リーダーの活動は，児童にし
てみれば僅か月４回，１年４０回余りの出会いであ
るが，この繰り返しが実ってか児童たちに理解され
てきたと思われる。

○地域各種団体の取組が次第に積極的になった校区も
あり，また一般の人々からも激励の言葉などを受け，
街をあげての意識向上が感じられる。

○安全安心をどのようにして……と模索する中で自問
自答を繰り返しながら，今後の活動につなげたい。

○危険箇所等の重点的，継続的な点検活動が定着した
のか，不審者情報，声かけ事案等は減ったように思う。

○主要通学路を中心とした巡回活動により，子どもた
ちとのふれ合い，地域の方々からの感謝の言葉をい
ただくなど，保護者の不安感解消に役立った。

○学校との連携，見守り隊等との協力関係を構築し，
登下校時の安全を確保する機運が盛り上がった。

２　今後の活動に向けて
○今年度の活動に加えてＰＴＡ等が主催する行事にも

参加していきたい。
○学校によって受け止め方が違い，当方も戸惑いがあ

る。子どもを守るため真剣に取り組みたいもの。
○前年に引き続き，地域のボランティア活動の方々を

はじめＰＴＡの方を含め，積極的な挨拶，声かけ等
を行い安全活動の高揚に努める。

○前年同様，各校区内の実態把握と実態に即した効果
的な活動に努める。

○子どもに対する不審者の声かけ事案は依然として発
生しており，学校・ボランティアの方々と連携を密
にして，さらに気を引き締めて活動を推進していき
たい。

○地域見守り活動の向上…ややマンネリ化傾向が一部

に見られる。地域により温度差がある。学校が地域
の自主組織と積極的に会合を持って啓蒙に努める必
要がある。しかし，子どもを見守るのは何も学校か
らお願いするのではなく，本来地域の問題であり，
地域で自主的に盛り上げるのが本務である。

○通学路の安全対策…歩車道の区別・分離，歩道柵の
設置等の対策，通学時間帯通学路に大型クレーンが
路上で稼働，歩道上の溝ぶた開口等，住民とタイアッ
プした安全措置を講じたい。

○学校及びＰＴＡ・老人会・ボランティア・見守り隊
と連携を密にして，見せる警戒活動を広げていきた
い。

○次年度も絶対事件が発生しないよう全力をあげて努
力していく。犯罪を未然に防げるよう巡回に力を入
れていきたいと思う。今では子どもたちともコミュ
ニケーションがとれ，その場で「イカのおすし」を
徹底している。

○見守り隊やＰＴＡ等とも連携を深め，マンネリ化に
陥ることなく気分も新たに活動に励む。

○次年度も地域の方々と連携を密にして，子どもの安
全確保に努力し，学校教育の一助になりたいと思う。

○事件・事故・いたずら事案発生等については，場所・
時間を問わずより一層密度のある体制を考えていき
たい。

○一人では微力であるが，見守り隊・各種ボランティ
ア団体に積極的に協力し，地域住民が防犯意識を高
めるよう活動したい。スクールガード・リーダーと
して「見せる」「目立つ」ように活動する。

○次年度も気を緩めることなく緊張感を維持して担当
区域の要警戒箇所を重点に巡回警らに当たる。地域
の少年補導委員会・保護者との連携強化を引き続き
進める。

○見守り組織と一層の連携と拡大…見守り隊との連携
は定着してきたので，既組織以外の高齢者等を含め，
見守り活動拡大の働きかけに努めたい。

○効果的な啓発活動…担当校区内の効果的施策を助言
活動の中で紹介し，安全確保に結実させていきたい。

○助言活動の積極化…ＰＴＡ・見守り組織等と連携し
ながら各種助言に努めたい。

○交番を含む所轄警察との連絡・連携を推進する。
○今年度に引き続き，問題点等についても学校等と話

し合い，さらに子どもたちの安全・安心な状態での
遊びや学びの確保に努めたい。

○小学校１年生の「昔のあそび」の単元で，こま回し・
ハーモニカの実演・ゲートボールなどの手伝いをし
たが，今後もこんな機会があればと思っている。

○各校区の見守り隊の活動も次第に充実してきている
現状を鑑み，これらの人々と接触を深め密度の濃い
活動になるよう努力していきたい。
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○信頼関係をさらに深め，学校・地域との情報交換を
提案している。

○下校は大体午後３時頃から始まるので，その時間帯
に校門から出てくる子どもに「お帰りなさい」「気を
付けて」と学校を離れるまで呼び掛けるようにする。

（特に低学年）
○無事故第一に巡回，佇立警戒に努めていく。
○できるだけ声かけ，挨拶を多くして地域の理解を深

める。
○不審犯罪等に気づいたことは各校及び警察署との連

絡をより一層密にして活動していきたい。
○３年目に入るので各学区の特色がだんだんと判明し

てきた。主要任務である不審者の発見に裏通りや児
童公園内，駐車場等の巡回検索は勿論のことだが，
これと並行して自動車の交通量は依然として多いの
で交通事故防止問題について学校及び他の団体と協
議し，子どもの安全を守る方策を立てたいと思う。

○次年度も気を付けて任務を全うしたい。
○活動実践に向けての中だるみの警戒，いわゆるマン

ネリズム化しないための工夫が必要とされる時期に
なった。

○児童の犯罪被害防止と交通事故防止はそれぞれ通学
路事情があり，どちらを優先すべきかは臨場時の判
断に委ねて行動すべきである。

○この取組が円滑かつ有効に定着するためには，それ
ぞれの支援組織がそのコミュニケーションを大切に
育て上げていく必要がある。

○本活動に参加して3年を超過したが，活動校を変わっ
たりして落ち着いた活動ができなかったように思う。
次年度は，腰を据えて活動したい。

○見守り隊，PTA，防犯推進委等との連携，協力を深め，
子どもたちの安全，安心確保に
全力投球したい。

３　その他
○現在，支給を受けています上着

は防水加工しておらず，降雨の
際は下着まで通り冷たいので，
防水加工した上着を考慮してほ
しい。

○巡回・交通指導等の時，白手袋
を使っているが，効果あると思
える。

○慣れに気を付けていきたい。
○スクールガード・リーダー活動

を約２年間務めたが，大過なく
過ごすことができたことについ
て，関係者の皆様に感謝してい
る。

○できれば降雨時・梅雨時に使用できる雨衣の支給が
あればと思う。

○腕章の先端が弱いため破損しやすいので，上下押し
式で止められるように考慮してほしい。

○発生事案対策…担当校区以外（特に近接校区）での
特異な発生事案等について，スクールガード・リー
ダーに知らせてほしい。

○子ども見守り活動として登校時は交通立番・誘導・
見送り，下校時は方面別付き添い・出迎え等が目立っ
た。

○腕章について…夏期期間は問題ないが，冬期になる
と厚着をするため装着部分が狭くなり窮屈となる。
腕章の接着部を紐に変えることによって太さの調節
ができ，上腕部が楽になる。

○昨年は健康管理の不徹底から長期に渡って活動を中
止したことを反省している。

○各校とも児童が挨拶をしないのにびっくりしている。
家庭教育又は学校教育にも問題があるのではないか。

○活動中における子どもたちの元気な挨拶の他，児童
会主催による感謝の会に招かれ，手作りの感謝状を
いただき勇気を与えられた。

○児童下校時での被害事案が最も多いことからその対
策が生まれてきた。

○「こども110番のいえ」…せめて登校時に「ここですよ」
というアプローチはできないものか。

○更なる効率的な活動を進めるため，学校との連絡を
密にしたい。
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１ 趣旨
　�　学校や通学路における事件・事故が大きな問題

となっている近年の状況を踏まえ、子どもたちが
安心して教育を受けられるよう、家庭や地域の関
係機関・団体と連携しながら、学校の安全管理に
関する取組を一層充実する必要がある。

　�　このため、各都道府県・政令指定都市において、
地域との連携を図り、地域のボランティアを活用
するなど地域社会全体で学校安全に取り組む体制
を整備し、安全で安心な学校を確立するための各
種取組を行う。

２ 委託事業の内容
（1）スクールガード養成講習会の開催
　�　学校や通学路で子どもたちを見守る学校安全ボ

ランティア（以下「スクールガード」という。）
を養成するための講習会を開催する。

（2）�スクールガード・リーダーによる学校の巡回指
導と評価等の実施

　�　防犯の専門家や警察官ＯＢ等をスクールガー
ド・リーダーとして委嘱し、スクールガード・リー
ダーによる各学校への定期的な巡回、学校に対す
る警備のポイントや改善すべき点などの指導と評
価やスクールガードに対する指導を実施し、地域
ぐるみで効果的・継続的な子どもの安全確保に向
けた体制を整備する。

（3）実践的な取組の実施
　�　都道府県又は政令指定都市の区域から一定の地

域を「モデル地域」として指定し、スクールガー
ド等を活用しつつ、地域社会全体で子どもの安全
を見守る体制を整備する取組を実施する。

３ 事業の委託先
　�　都道府県教育委員会又は政令指定都市教育委員

会（以下「教育委員会」という。）とする。

４ 委託事業の実施方法
（1）スクールガード養成講習会の開催
　�　教育委員会は、都道府県又は政令指定都市のス

クールガードができる限り講習会に参加すること
ができるよう、開催場所、開催回数等に配慮する。

（2）�スクールガード・リーダーによる学校の巡回指
導と評価等の実施

　①�教育委員会は、防犯の専門家や警察官ＯＢ等を
スクールガード・リーダーとして委嘱する。な
お、委嘱する人数については、学校や地域の実
情を踏まえて、弾力的に定めることができる。

　②�スクールガード・リーダーは、１人が複数の小
学校について各学校への巡回指導と評価やス
クールガードに対する指導を実施する。なお、
各スクールガード・リーダーが担当する学校数
については、学校や地域の実情を踏まえて、弾
力的に定めることができることとし、幼稚園、
中学校、特別支援学校等も対象とすることがで
きる。

　③�スクールガード・リーダーを委嘱するに当たっ
ては、市区町村教育委員会等関係機関と十分に
調整を行うこととする。

　④�教育委員会は、事業の円滑な実施を図るため、
必要に応じて「スクールガード・リーダー連絡
協議会」を設置する。

（3）実践的な取組の実施
　①モデル地域の指定
　　�教育委員会は、次の点に留意して、「モデル地域」

を指定する。
　　・�モデル地域は、防犯に関する実践的な取組を

実施する地域とし、１地域を指定する。ただ
し、必要に応じて複数のモデル地域を指定す
ることができる。

　　・�モデル地域は、原則として小学校が複数校参
加する地域とする。なお、学校や地域の実情
を踏まえて、幼稚園、中学校、特別支援学校
等も対象とすることができる。

　　・�モデル地域を指定するに当たっては、市区町
村教育委員会等関係機関と十分に調整を行う
こととする。

　　・�なお、防災に関する実践的な取組を実施しよ
うとする場合に留意すべき事項については別
に定める。

　②�モデル地域においては、事業の円滑な実施を図
るため「推進委員会」を設置する。

　③�推進委員会は、都道府県教育委員会、政令指定
都市教育委員会、市区町村教育委員会、実践的

地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業委託要項
平成19年３月26日

スポーツ・青少年局長決定
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な取組に参加する学校、関係機関（警察署、消
防署等）、ＰＴＡ、自治会、地区防犯協会、防
犯ボランティア団体、青少年団体の関係者、学
識経験者等で構成する。

　④�事業の実施に当たっては、スクールガード・リー
ダーやスクールガードと連携を図り実施するこ
ととする。

（4）その他の留意事項
　①�上記（1）、（2）、（3）の事業については、原則

として全て実施することとする。
　②�上記（2）、（3）の事業は、国立学校及び私立学

校も対象とすることができる。この場合、教育
委員会は、事業の円滑な実施が図られるよう、
関係機関と連携することとする。

　③�教育委員会は、本事業の取組を域内に普及する
ため、成果等については、報告書等の配布、講
演会や研究発表会の開催等により公表するよう
努めることとする。

　④�本事業を実施するに当たっては、特に警察との
連携を密接にするよう努めることとする。なお、
文部科学省と警察庁とが連携し、学校内外の安
全体制の確保のために行う「地域・学校安全安
心プロジェクト」の実施に必要な事項について
は別に定める。

５ 委託期間
　�　本事業の委託期間は、委託を受けた日から当該

年度末日までとする。

６ 委託手続
（1）�教育委員会が事業の委託を受けようとするとき

は、事業計画書（別紙様式１）等を文部科学省
に提出すること。

（2）�文部科学省は、上記（1）により提出された事
業計画書等の内容を審査し、適切であると認め
た場合、委託する教育委員会を決定し、当該教
育委員会と委託契約を締結する。

７ 委託経費
（1）�文部科学省は、予算の範囲内で事業に要する経

費（諸謝金、旅費、借損料、印刷製本費、消耗
品費、会議費、通信運搬費、雑役務費、再委託
費）を委託費として支出する。

（2）�文部科学省は、事業の委託を受けた教育委員会
が委託要項又は委託契約書に違反したとき、又
は委託事業の遂行が困難であると認めたとき
は、委託契約を解除し、経費の全部又は一部に
ついて返還を命じることができる。

８ 再委託
　�　本事業の全部を第三者に委託（以下「再委託」

という。）することはできない。ただし、本事業
のうち、再委託することが事業を実施する上で合
理的であると認められるものについては、本事業
の一部を再委託することができる。

９ 事業完了（廃止等）の報告
　�　本事業の委託を受けた教育委員会は、本事業が

完了したとき、廃止又は中止（以下「廃止等」と
いう。）の承認を受けたときは、委託事業完了（廃
止等）報告書（別紙様式２）及び支出を証する書
類の写を、文部科学省に提出しなければならない。

10 委託費の額の確定
（1）�文部科学省は、上記９により提出された委託事

業完了（廃止等）報告書について審査及び必要
に応じて現地調査を行い、その内容が適正であ
ると認めたときは、委託費の額を確定し、教育
委員会へ通知するものとする。

（2）�上記（１）の確定額は、事業に要した実支出額
と委託契約額のいずれか低い額とする。

11 その他
（1）�文部科学省は、教育委員会による本事業の実施

が当該趣旨に反すると認められるときは、必要
な是正措置を講ずるよう求めることができる。

（2）�文部科学省は、必要に応じ、本事業の実施状況
及び経理処理状況について、実態調査を行うこ
とができる。

（3）�この要項に定めるもののほか、本事業の実施に
当たり必要な事項については、別に定める｡
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地域の子どもは地域で守り育む!! 
〜安全マップの作成・周知を通して〜 

 

「第 1回京都市スクールガード養成講習会」を開催! 

 

 第１回「京都市スクールガード養成講習会」（京都市教育委員会と京都

市子ども安全会議との共催）が 6 月 20 日に京都市総合教育センターで開

催され，スクールガードの代表者等 330 名が全市から参集されました。 

 講師の子どもの危険回避研究所 所長 横矢 真理先生には，「安全マップ

の作成・周知」を通して子どもの安心安全を確保する取組等について具体

的にお話いただき，各地域での活動に大いに参考となるものでした。受講

者は横矢先生の講演に熱心に耳を傾け，メモを取る姿が多数見られました。 

 受講者からは，「具体的でわかりやすかった，持ち帰って広げたい」「身

の回りのことで知っているはずなのに，あらためて気づくことが多くあった」「学校とＰＴＡで

作った安全マップはあるが，子どもの目線で作り直してみたい」などの声が寄せられており，講

習会の内容が，早速，地域で活用されることが期待されます。 

 本講習会を通して，京都市の子どもの安心安全は，各地域で献身的に取り組んでいただいてい

るスクールガードの方々お一人お一人の熱い思いによって支えられていることを再確認しました。 

 

[「京都市スクールガード養成講習会」修了証の発行] 

 

「京都市子ども安全会議」からの提言(裏面参照)を受

けて発行しました。活動時にも手軽に携帯できるカー

ドサイズです。裏面には 19 年 2 月に制定された「子

どもを共に育む市民憲章」を掲載しています。 

 

 

京都市子ども安全ネッ ト ワークニュース  
平成 19年 8月  発行：京都市子ども安全会議事務局 

教育委員会体育健康教育室 ℡213-5472 http://www.edu.city.kyoto.jp/taiikukenko/ 

表面 裏面 

横矢 真理 先生 

「京都市スクールガード養成講習会」は 10・11・2 月にも開催予定!! 参加をお待ちしています。 

 



「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」報告書

88

かけがえのない子どもたちのために!安全確保の取組の更なる充実・継続を! 

〜「京都市子ども安全会議」を開催〜 

 

 6 月 7 日に京都市総合教育センターで 19 年度第 1回の会議が以下のとおり開催されました。 

1 子ども安全の取組を報告 

 スクールガード養成講習会(裏面参照)に参加された方が地域に戻られてからも，当事者意識を持っ

て活動していただくために，「修了証」を発行してはどうかとの提言があった。 

2 藤岡一郎顧問(京都産業大学大学院教授)の講演 

 テーマ:「子どもの安全支援ネットワークづくり」について 

○京都市では，11 年 12月の伏見区小学校事件を原点として，先進的な取組が展開されており，全国トッ

プと言える。実践事例集の内容も他に例を見ない立派なもので，一層の発展を期待する。 

○課題 

 ①家庭・地域・学校・行政の連携を強化し，安心・安全ネットワークをより強固なものとすること。 

 ②その上で，子どもの「人間力」形成につなげていくこと。 

 ③それぞれのネットワークを 0歳〜概ね 18歳の時間軸と各年代ごとの面，言わばタテ・ヨコの軸で 

  とらえ，重ね合わせる必要がある。 

3 意見交換 

○「子どもを共に育む市民憲章」の具体化に向け全市で「挨拶運動」を展開する予定 [地生連] 

京都発!全国をリードする地域ぐるみの取組，全小学校区を紹介 

〜「もっと出会おうもっと話そう 地域ぐるみの学校安全Ⅰ・Ⅱ」〜 

平成 18年 3月発行  平成 19年 3月発行 

 京都市では PTA や地域の方々による「見守り隊」が各小学校区で結成されており，子どもたちの登下校

時の見守り活動など様々な取組が展開されています。キーワードは「無理なく継続，地域に定着」です。 

 こうした取組は，子どもたちだけの安全確保にとどまらず高齢者の見守りなど地域全体の安心・安全を

目指した取組へと進化しつつあります。 

  ※ 事例集は体育健康教育室のホームページ 

    (http://www.edu.city.kyoto.jp/taiikukenko/) 

    に掲載していますので，是非ご覧ください。 
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「すべては子どものために」熱い思いがここに結実 ! 
「 第 2 回 京 都 市 ス ク ー ル ガ ー ド 養 成 講 習 会 」 を 開 催 ! 

 
 

 京 都 市 子 ど も 安 全 会 議 と の 共 催 に よ り ，第 2 回「 京 都 市 ス ク ー ル ガ ー ド

養 成 講 習 会 」 が ， 10 月 26 日 (金 )に ル ビ ノ 京 都 堀 川 で 開 催 さ れ ， 日 頃 ， 見

守 り 活 動 (学 校 安 全 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 )を さ れ て い る ス ク ー ル ガ ー ド の

方 々 な ど ， 全 市 か ら 230 名 の 参 加 が あ り ま し た 。  
 第 1 部 で は ，学 校 安 全 モ デ ル 地 域 で あ る 正 親 小 学 校 か ら 実 践 発 表 が あ り

ま し た 。学 校 内 の 安 全 の 取 組 や 地 域・保 護 者・Ｐ Ｔ Ａ が 一 体 と な っ て 構 成

さ れ て い る 「 正 親 見 守 り た い 」 の 活 動 内 容 が 画 像 で 紹 介 さ れ ，「 気 楽 に ・

気 長 に・危 険 な く 」を 合 言 葉 に「 地 域 の 子 ど も は 地 域 で 守 り 育 む 」熱 意 が

伝 わ っ て き ま し た 。  
第 2 部 は ，「 地 域 安 全 マ ッ プ の 充 実 と 子 ど も 安 全 」を テ ー マ に ，パ ネ ラ ー

に 学 校（ 山 ノ 内 小 ）・地 域（ 正 親 小 学 区 ）・Ｐ Ｔ Ａ（ 洛 央 小 ）・関 係 機 関（ 右

京 警 察 署 ）が 登 壇 ，同 志 社 大 学 大 学 院・谷 口 知 弘 教 授 を コ ー デ ィ ネ ー タ ー

と し た パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 。安 全 マ ッ プ の 作 成 に 至 る 様 々 な プ ロ セ ス

や 情 報 更 新 な ど の 紹 介 が あ り ま し た 。学 校 安 全 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は ，大 変

な ご 苦 労 の 中 に も「 す べ て は 子 ど も の た め に 」と い っ た 熱 い 思 い に 支 え ら

れ て い る こ と を パ ネ ラ ー の 皆 さ ん の 発 言 を 通 じ て ひ し ひ し と 感 じ ま し た 。 
ま た ， 会 場 の 皆 さ ん も ， コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 質 問 に 「 ○ ×」 2 色 の カ ー

ド で 答 え た り ， メ モ 用 紙 で 日 頃 気 に か か る こ と や 意 見 を 出 す な ど ワ ー ク

シ ョ ッ プ も 取 り 入 れ ら れ ， 活 気 溢 れ る 養 成 講 習 会 と な り ま し た 。  
参 加 者 か ら は ，「 他 の 小 学 校 区 で の 取 組 の 紹 介 な ど 具 体 的 で わ か り や す

か っ た ，持 ち 帰 っ て 広 げ た い 。」「 子 ど も の 安 全・安 心 を 確 保 す る た め に は ，

大 人 の 力 が 欠 か せ な い と 改 め て 気 付 い た 。」「 安 全 マ ッ プ の 大 切 さ を 痛 感 さ

せ ら れ た 。」 な ど の 声 が 寄 せ ら れ て お り ， 早 速 ， 各 地 域 で 活 用 さ れ る も の

と 期 待 さ れ ま す 。  
な お ， こ の 養 成 講 習 会 の 様 子 は ， 翌 日 （ 10/27） の 京 都 新 聞 朝 刊 で も 取

上 げ ら ま し た 。（ h t t p : / / w w w . k y o t o - n p . c o . j p / a r t i c l e . p h p ? m i d = P 2 0 0 7 1 0 2 7 0 0 0 4 4 & g e n r e = F 1 & a r e a = K 1 B）  

「 京 都 市 ス ク ー ル ガ ー ド 養 成 講 習 会 」は 2 月 に も 開 催 予 定 ! !参 加 を お 待 ち し て い ま す 。 

京都市子ども安全ネットワークニュース 
vo l. 9  平 成 19 年 11 月   発 行 ： 京 都 市 子 ど も 安 全 会 議 事 務 局  

教 育 委 員 会 体 育 健 康 教 育 室  ℡ 21 3-5 47 2  
htt p: //w ww .e du .ci ty .k yot o. jp /t aii ku ke nko / 
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【 画 像 で 紹 介 す る 正 親 小 の 実 践 発 表 】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【 会 場 へ 意 見 を 聴 く 谷 口 教 授 】    【 そ れ ぞ れ の 活 動 を 通 じ ， 発 言 す る パ ネ ラ ー の 皆 さ ん 】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 会 場 か ら 寄 せ ら れ た 意 見 （ 左 の ホ ワ イ ト ボ ー ド ） に 議 論 を 深 め る 様 子 】  
 

【 第 2 回 京 都 市 ス ク ー ル ガ ー ド 養 成 講 習 会 】  
日  時 ： 平 成 １ ９ 年 １ ０ 月 ２ ６ 日 （ 金 ）  

午 後 ３ 時 〜 ５ 時  
場  所 ： ル ビ ノ 京 都 堀 川  
◇ 実 践 発 表  

正親小学校  学校安全主任  田 中 秀 樹 氏  
◇ パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン   

テ ー マ 「地域安全マップの充実と子ども安全」 
● コーディネーター 同志社大学大学院教授 谷 口 知 弘 氏  
● パネリスト 
・ 学 校 山ノ内小学校教務主任  久 保  賢 洋 氏  
・ 地 域 上京平安レディース 麻 田  恵美子氏  
・ ＰＴＡ 洛 央 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 駿 河  悦 子 氏  
・ 関 係機関 右京署生活安全係長  杉 野  孔 明 氏  

〜会 場 から多 数 寄 せられた 意 見 の一 例 〜 

○ 子 ども 自 身 が安 全 マ ッ プ を 作 成 す る こ と は，どの よ う な 所 が 危 険 かを 認 識 で き 非 常 に効 果 的 。 

○ 安 全 マ ッ プ づ く りは ， 自 治 連 の 各 種 団 体 と 連 携 す る と ， 多 く の 目 で 確 認 で き ，よ い も のが 作 成 で き る 。  

○ 地 域 の状 況 が 刻 々 と 変 化 す る ので ， 安 全 マ ッ プ は毎 年 新 し く 作 成 す る こ と が 必 要 。デ ー タ を デ ジ タ ル 化

す れ ば 更 新 し や す い 。 

○ マ ン シ ョ ン な どの 屋 上 や 地 下 ， 鉄 道 の 高 架 下 や 地 下 街 に も 注 意 す る 必 要 が あ る 。 安 全 マ ッ プ そ の も の

が立 体 化 さ れ る 必 要 はな い で し ょ う か 。 

○ 我 が 家 で は 地 域 安 全 マ ッ プ を 冷 蔵 庫 の 正 面 に 貼 り付 け て い ま す 。（ 子 ども の 目 の 高 さ ）  

○ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 者 は 高 齢 者 が 多 く ，今 後 の 継 続 性 が一 番 の 課 題 で ある 。 

○ 中 学 生 （ 中 学 校 と し て の 取 組 ） の活 動 も 必 要 。（ 小 中 連 携 の 面 からも 働 き かけ が必 要 。 ）  

○ 門 掃 き や 散 歩 のつい で な ど， 日 課 を 兼 ね て 見 守 り活 動 を お 願 い し て い る 。 

○ 子 ども から 「 パ ト ロー ル のおば ち ゃ ん 」 と 声 を 掛 け ら れ て と て も う れ し い で す 。 
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「見守りの基本は，顔見知りとなることから!」 
「第 3回京都市スクールガード養成講習会」を開催! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

京都市子ども安全会議との共催により，第 3 回「京都市スクールガード養成講習会」が，  

11 月 7日(水)に京都市北文化会館で開催され，日頃，見守り活動(学校安全ボランティア活動)

をされているスクールガードの方々など，全市から２５０名の参加がありました。 

 第１部では， 学校安全のモデル地域である松ヶ崎小学校から実践発表がありました。独自に

キャラクターを考案し，子ども安心・安全ステッカーやオリジナル・エコバッグを作成するな

どアイデアを凝らした「地域ぐるみの学校安全」の取組，積極的な広報活動，ＣＡＰプログラ

ムの実践研究など，安全安心の活動が活発に展開されている様子が紹介されました。 

第 2部は，「見守り活動と地域安全」をテーマに，パネラーに学校（朱雀第三小），地域（六

原小学区），ＰＴＡ（松ヶ崎小），関係機関（京都市まちづくりアドバイザー）が登壇され，京

都産業大学大学院・藤岡一郎教授をコーディネーターとしたパネルディスカッション。それぞ

れの立場での活動内容や参考意見などの紹介は，限られた時間では話しつくせない程でした。

「まずは，互いに顔見知りとなる」「安心安全の取組が日常生活から離れた特別な活動では長

続きしない」「子どもの見守り活動はまちづくりにつながる」ことなど，パネラーの発言に会

場の皆さんは真剣に聞き入っていました。 

また，会場から地域や学校で取り組んでいる活動状況を発表する場面もあり，登壇者と会場

が一体となった大変有意義な養成講習会でした。 

 参加者の皆さんからは，「他の小学校区での様々な取組を知ることができ，持ち帰って広げたい」

「顔見知りを作ることは見守り活動の基本であることを学んだ」などの声が寄せられ，それぞれの地域

での取組に生かされることが期待されます。 

「京都市スクールガード養成講習会」は 2 月にも開催予定!! 参 加をお待ちしています。 

京都市子ども安全ネットワークニュース
Vol.１０ 平成 19年 12 月  発行：京都市子ども安全会議事務局 

教育委員会体育健康教育室 213- 5472 http://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/soshiki/29-4-0-0-0_2.html 
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 【多彩なアイデアで取組を推進する松ヶ崎小の発表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【パネラーの発表に参加者の皆さんは熱心に耳を傾け 

 ，会場が一体となったパネルディスカッション】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【出された意見を詳しく解説される藤岡教授】        【それぞれの立場で，活動内容を紹介するパネラーの皆さん】 

 

 

１ 子どもの存在を尊重し，かけがえのない命を守ります。 

２ 子どもから信頼され，模範となる行動に努めます。 

３ 子どもを育む喜びを感じ，親も育ち学べる取組を進めます。 

４ 子どもが安らぎ育つ，家庭の生活習慣と家族の絆を大切にします。 

５ 子どもを見守り，人と人が支え合う地域のつながりを広げます。 

６ 子どもを育む自然の恵みを大切にし，社会の環境づくりを優先します。 

             （平成19年 2月 5日制定，3月 13日憲章推進の市会決議） 

 

 

 

【第 3回京都市スクールガード養成講習会】 

 

 

日時：平成 19年 11 月 7日（水）午後 3時〜5時 

場所：京都市北文化会館 

 

 

◇実践発表 

松 ヶ 崎 小 学 校  校 長   白石  悦徳 氏 

 

 

◇パネルディスカッション 

テーマ「 見 守 り 活 動 と 地 域 安 全 」 

 

 ●コーディネーター 

  京都産業大学大学院教授   藤岡  一郎 氏 

 

 ●パネリスト 

  ・学校 朱雀第三小学校長  赤羽    清 氏 

・地域 六原学区自治連合会事務局長  菅谷  幸弘 氏 

・Ｐ Ｔ Ａ 松ヶ崎小学校運営協議会会長 佐藤   佐 氏 

・関係機関  京都市まちづくりアドバイザー 佐藤  友一 氏 
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「「「子子子どどどもももののの安安安全全全確確確保保保」」」にににプププロロロののの視視視点点点とととノノノウウウハハハウウウををを!!!!!!   
〜〜〜「「「第第第４４４回回回京京京都都都市市市スススクククーーールルルガガガーーードドド養養養成成成講講講習習習会会会」」」ををを開開開催催催〜〜〜   

 
去る２月２０日，第４回「京都市スクールガード養成講習会」（京都市子ども安全会議

と京都市教育委員会との共催）が，京都市総合教育センターで開催され，日頃，見守り

活動(学校安全ボランティア活動)をされているスクールガードの方々など，全市から 
２８０名の参加がありました。 
今回の講習会は，「地域防犯活動と子ども安全」をテーマに，京都市スクールガード・

リーダーや京都府警本部の警部を講師に迎え，プロの視点とノウハウを日常的な見守り

活動などに生かす方策を講演いただきました。 
 

 
日頃の活動時に着用されている服装で 

説明される大槻惇氏 

★★★講講講演演演第第第 111 部部部★★★   

（（（京京京都都都市市市スススクククーーールルルガガガーーードドド・・・リリリーーーダダダーーー   大大大槻槻槻惇惇惇氏氏氏）））   
◆「地域の安心・安全を守るための三重の安全ネット」 
 ①「点の警戒」：個人の防犯活動。 
 ②「線の警戒」：要所々々を結んだ防犯活動。 
 ③「面の警戒」：監視の目が張り巡らされた防犯活動。 
 
◆犯罪発生の条件と防止の視点 
 ①「 人 」→ 不審者がいないか。 
 ②「場所」→ 死角になる場所がないか。 
 ③「機会」→ チャンスを与えない。スキを見せない。 

☆☆☆講講講演演演第第第２２２部部部☆☆☆   

（（（京京京都都都府府府警警警察察察本本本部部部犯犯犯罪罪罪抑抑抑止止止対対対策策策室室室   野野野村村村幸幸幸雄雄雄警警警部部部）））   
◆地域防犯活動のあり方 
→「地域住民」「警察」「自治体」の連携と警察活動の強化が

基本。 
◆子どもの安全対策 
 ①不審者は，外見では，見分けにくい。 
②危険な場所とは，「入りやすく・見えにくい場所」。 

◆防犯ボランティア活動 
 ①防犯パトロール，見守り活動。 
 ②安全マップの作成などの啓発活動。 
③美化活動。（落書・不法投棄をなくすと犯罪抑止効果がある。） 

 
危険な場所を具体的に解説される 

野村幸雄 警部 
 
１年間，子どもの安全を守るため，見守り活動を始めとする献身的な学校へのご支援 
誠にありがとうございました。次年度も引き続きよろしくお願いいたします。 

京都市子ども安全ネットワークニュース 
Vol.１２ 平成 20年 3月  発行：京都市子ども安全会議事務局 

教育委員会体育健康教育室 ℡213-5472 http://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/soshiki/29-4-0-0-0_2.html 
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【声かけ事案の発生状況】 
 ※「声かけ事案」：京都府下で警察が認知した，子ども（中学生以下）に対する「声かけや不審者の出没

情報で，事件に至らない程度のもの」を言います。（京都府警察ホームページより） 
（第４回スクールガード養成講習会資料：京都府警察本部犯罪抑止対策室提供） 

 
１ 年別発生状況 
  平成 19年中は、283件発生（前年

対比− 69 件）の声かけ事案が発生し

た。 
総数の約 65％が小学生以下を対象

とした事案であった。 
 
 

２ 月別発生状況（H18.19の分析） 
  月別の発生状況では、特徴として、1

月、2月、５月、7月、10月の発生が多

い。特に、2月に最も多く発生している。

また、春休みや夏休みとなる 3月、8
月の発生が少なく、特に 8月の発生が

最も少なくなっている。 

 

３ 曜日別発生状況（H18.19の
分析） 
  学校が休みとなる、土曜日・日曜

日を除き、月から金までほぼ均一に

発生している。 

 
 
 
 

４  時間帯別発生状況（H18.19の
分析） 
  時間帯別では、登下校時間帯に発

生しており、８時台、14時台〜18時
台に集中している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 発生時の行動別状況（H18.19の
分析） 
  下校や帰宅途中が多く、登下校・帰

宅を合わせると全体の約７割以上を占

める。 
 
 
 

 
 
 
 

６ 対応状況（H18.19の分析） 
  子ども達の対応状況は、「逃げた、

その場を離れる」が半数以上を占

め、「無視した、大声を出した」な

どを含めると、場面に遭遇した子ど

も達の７割強が自らアクションを

起こし、回避している状況がうかが

える。 

 
 
 
 
 

 
 〜〜〜おおお   知知知   ららら   せせせ〜〜〜   

子どもが自転車に乗るときは 
ヘルメットを着用させましょう！ 

＊ 道路交通法が改正（平成 20年 6月 19日までに施行）され，13歳未

満の児童・幼児を保護する責任のある者は，児童・幼児を自転車に乗

車させるときは，乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければな

りません。 
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